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企業が安定的に
人材を確保するには
ふらっと美術館めぐり

稲沢市荻須記念美術館
おとなの健康塾

臨床工学技士は、
何をする人か知っていますか？

スペシャル座談会



2018年4月、
工学部は新・8学科体制に。

“モノづくり”を支える多くの人 材を輩出してきた中部 大 学は、
地 域や企 業からのニーズに応えるため、工 学 部を進 化させます 。

　

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で

通
信
を
行
い
、自
在
に
制
御
す
る
I
o
T
化
が
進

む
昨
今
、技
術
開
発
の
現
場
で
は
、“

シ
ス
テ
ム”

の

視
点
で
考
え
る
技
術
者
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
工
学
部
で
は
、従
来
の
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学

科
と
電
子
情
報
工
学
科
を
統
合
し
、新
た
に「
電

気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」を
設
置
。モ
ノ
を
動
か

す“

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術”

、さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
実
現
す
る
集
積
回
路
な
ど
の“

エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術”

、I
o
T
や
制
御
に
不
可
欠
な“

情

報
通
信
技
術”

を
複
合
的
に
学
び
、学
ん
だ
理
論

を
駆
使
し
て
、実
際
に
モ
ノ
を
操
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

中
部
地
区
は
、日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
発
展
し
て
き
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、日
本
を
代

表
す
る
宇
宙
航
空
産
業
の
集
積
地
で
も
あ
り
ま

す
。そ
の
現
場
で
は
、開
発
や
設
計
に
加
え
、よ

り
高
品
質
で
効
率
的
な
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
中
部
大
学
は
、宇
宙
航
空
業
界
が
熱
望
す
る
、

モ
ノ
づ
く
り
の
実
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
新
学

科「
宇
宙
航
空
理
工
学
科
」を
新
設
。生
き
た
現

場
で
の
学
び
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、将

来
の
宇
宙
機
・
航
空
機
の
生
産
現
場
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
技
術
者
を
育

成
し
ま
す
。

電気電子システム
工学科

宇宙航空理工学科 新 設

学科統合電気電子システム工学科

情報工学科

都市建設工学科

ロボット理工学科

建築学科

宇宙航空理工学科

機械工学科

応用化学科

NEW

NEW

01



01 ニュース

　CAMPUS NEWS
02 メッセージ

　ごあいさつ
03 特集 スペシャル座談会

　企業が安定的に人材を確保するには
　　株式会社コメットカトウ 取締役社長　加藤 愛一郎氏
　　春日井商工会議所 専務理事　山田 真平氏
　　中部大学同窓会 会長　村松 正彦氏
　　中部大学 副学長・教授　杉本 和弘氏
　　学校法人中部大学 法人本部長・学監、中部大学幸友会 事務局長　大西 信之氏

11 開設報告

　天文台天体観測所が目指す姿
　　創造理工学実験教育科　大嶋 晃敏 准教授
　　超伝導・持続可能エネルギー研究センター　井上 徳之 教授
　　現代教育学部 現代教育学科　橋本 美彦 准教授

13 インタビュー

　企業人の格言
　　株式会社三清社 代表取締役会長　大岡 洋三氏
　　株式会社岩田レーベル 代表取締役社長　岩田 真人氏

15 ふらっと美術館めぐり

　稲沢市荻須記念美術館
17 暮らしのエッセイ

　日本の食空間
　　フリーライター　岡本 信也

19 シーズ紹介

　研究室訪問
　　工学部 電気システム工学科　山本 和男 准教授
　　応用生物学部 食品栄養科学科 管理栄養科学専攻　前野 善孝 教授
　　経営情報学部 経営総合学科・経営学科　西田 豊昭 准教授
　　総合工学研究所　澤本 光男 教授

23 おとなの健康塾

　臨床工学技士は、何をする人か知っていますか？
　　中部大学 生命健康科学部 臨床工学科　武田 明 教授

25 本棚から社会を見る

　大恐慌下のアメリカに学ぶ危機の時代の生き方
　　国際関係学部 学部長、大学院国際人間学研究科　河内 信幸 教授

28 会員企業紹介

　幸友会会員企業を訪ねて
　　中部資材株式会社　菅谷 侑太郎さん
　　昭和コンクリート工業株式会社　高井 義信さん　岡本 英朗さん
　　株式会社ワンデックス　荒木 新吾さん

31 総会報告

　第29期中部大学幸友会総会報告
33 総会講演ダイジェスト

　「モノづくり日本の未来を考える」〜MRJの挑戦〜
　　三菱重工業株式会社 交通・輸送ドメイン 顧問　江川 豪雄氏

35 イベントレポート

　中部大学フェア2017
38 施設利用のご案内

　新穂高山荘 ＆ 東京事務所
39 寄稿

　メンバーズサロン
41 お知らせ

　イベントのご案内
42 TOPICS

　幸友会企業ガイド・幸友ナビリニューアル

20

　中部大学幸友会の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、心から感謝

申し上げます。

　さて、この場をお借りしていくつかのご報告をさせていただきます。中部

大学は4月より石原修学長が就任し、新たな体制のもと教育・研究を進めて

います。また、近年では、本学の研究力が客観的および国際的にも評価さ

れました。さらにもう一つ、これまで総合大学として充実を図ってきた本学は、

「開かれた世界レベルのサステナブル大学」を目指した大学改革を進行

中です。その一環として、学内外に開かれた高度な研究の場として、昨年4

月に「創発学術院」を創設しました。以来、既存の学問領域を超えた、新し

い学問の開拓と発信を行っています。

　学園の創立50周年を記念して設立された幸友会は、来年、学園創立80

周年を迎えるのと時を同じくして、30年目の節目を迎えます。来年が飛躍の

年になるよう邁進してまいります。今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。

　中部大学幸友会は、来年設立30年目を迎えます。ご承知のように中部

大学は来春、工学部に「宇宙航空理工学科」を新設する準備を進められ

ています。このように常に時代のニーズに応えながら発展を続ける中部大

学に、我々会員企業がさまざまな形で支援しています。また一方で、中部

大学の知財を私たち会員企業は活用したりもしています。このような“Give 

and Take”の仕組みが機能しているがゆえに、多くの企業に集まっていた

だく組織に成長するとともに、30年近い年月の間、発展し続けることができ

たのだと思います。私自身も、幸友会の会長職を6年間務めていますが、中

部大学を応援できることにいささか楽しみを感じている次第です。

　引き続き、ますます進化を続ける中部大学と、私ども会員企業の発展を

同期できるように、皆様方の力を頂戴しながら、さらに歩を進めていきたい

と思っています。今後とも、幸友会の事業にご理解とご支援をお願い申し

上げます。

30年の節目の年が、
飛躍の年に
なることを願って。

大学と企業の
発展を同期させて、
共に歩を進めていく。

学校法人中部大学 理事長・総長　飯吉 厚夫

春日井商工会議所 会頭
東洋電機（株） 代表取締役会長 松尾 隆徳

中部大学幸友会 名誉会長

中部大学幸友会 会長

ご あ いさつ〈目次 〉

いいよし      あつお

まつお      たかのり
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中部大学同窓会 会長
   むらまつ 　       まさひ こ

村松 正彦氏

【司会】
学校法人中部大学 法人本部長・学監
中部大学幸友会 事務局長
  お お にし 　      の ぶ ゆき

大西 信之氏

中部大学 副学長・教授
   すぎもと　      か ず ひ ろ

杉本 和弘氏

2017年10月17日
中部大学 会議室にて

企業が安定的に
人材を確保するには

少 子 高 齢 化 の 中 、売り手 市 場が 続く昨 今 、人 材 確 保に悩む人 事 担 当 者も多いことでしょう。

そこで今 回は、企 業 、商 工 会 議 所 、同 窓 会 、大 学とそれぞれ立 場は違いますが 、

中 部 大 学を中 心に、とても結 び つきの 深い皆 様をお招きして、人 材を安 定 的に確 保するための 施 策 や 、

卒 業 生 のよりよい転 職 支 援 等 の 可 能 性について話し合いました。

春日井商工会議所 専務理事
   やまだ 　       しん ぺ い

山田 真平氏

株式会社コメットカトウ 取締役社長
   かとう　        あい いちろう

加藤 愛一郎氏

特集：スペシャル座談会
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大
西　

日
本
の
人
口
は
2
0
0
4
年
の

1
億
2
7
8
4
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
、今
後
1
0
0
年
間
で
、1
0
0
年

前
す
な
わ
ち
明
治
時
代
後
半
の
水
準
ま

で
戻
っ
て
い
く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
急
激
な
人
口
減
少
は
国
全
体
が
抱
え

る
問
題
で
す
が
、同
時
に
本
日
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
、企
業
や
組
織
の
存
続
に
関
わ
る

大
き
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
本
日
は
、

幸
友
会
に
関
係
の
深
い
4
名
の
皆
様
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。で
は
ま
ず
企

業
経
営
に
携
わ
る
加
藤
さ
ん
か
ら
人
材

確
保
に
お
け
る
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

加
藤　

当
社
は
業
務
用
調
理
機
器
の
専

門
メ
ー
カ
ー
で
、2
6
0
名
の
従
業
員
が

い
ま
す
。内
26
名
が
中
部
大
学
の
卒
業
生

で
、毎
年
採
用
時
に
は
中
部
大
学
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
こ
こ
数
年
の
採

用
活
動
は
過
熱
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
当
社
の
採
用
目
標
は
毎
年
数
名
で
、

従
来
は
あ
ま
り
努
力
し
な
く
て
も
採
用

で
き
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
数
年

は
、よ
ほ
ど
努
力
し
な
い
と
採
用

で
き
な
い
状
況
で
す
。当
社
で
は

新
卒
の
離
職
率
は
低
く
、欠
員

の
た
め
の
採
用
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、継
続
的
な
採
用

は
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
当
社

は
、こ
の
数
年
間
、学
生
と
の
接

点
を
重
視
し
て
自
社
で
行
う
会

社
説
明
会
の
回
数
を
増
加
。
数

カ
月
の
間
に
20
回
く
ら
い
行
い
、

会
社
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

で
も
十
分
で
は
な
い
た
め
、ほ
か

の
方
法
も
考
え
て
い
ま
す
が
、最

近
感
じ
て
い
る
の
は
、再
び
終
身

雇
用
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

応
募
し
て
く
れ
る
学
生
も
一
生

勤
め
た
い
と
い
う
意
識
が
強
い
よ

う
で
、そ
の
思
い
に
応
え
る
採
用
を
当
社

も
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

商
工
会
議
所
は
地
元
の
企
業
か

ら
相
談
を
受
け
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

商
工
会
議
所
と
い
う
組
織
は
地

元
の
経
済
団
体
で
、全
国
に
5
1
5
あ

り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
が
中
小
、零
細
企
業

で
、春
日
井
商
工
会
議
所
の
会
員
数
は
約

4
3
0
0
。そ
の
多
く
の
会
社
が
雇
用
の

確
保
と
事
業
承
継（
後
継
者
）の
問
題
を

挙
げ
、会
議
所
は
、企
業
が
抱
え
る
こ
の

大
き
な
2
つ
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い

く
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
で

は
、Face to F

ace

の
機
会
を
つ
く
る
た

め
に
、就
職
説
明
会
を
定
例
的
に
行
っ
て

スペシャル座談会
企業が安定的に人材を確保するには特 集

Chapter1
人
材
確
保
に
お
け
る

現
状
と
課
題

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（万人）

（年）800

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ 概要（平成23年2月21日国土審議会政策部会長期展望委員会）

鎌
倉
幕
府
成
立

室
町
幕
府
成
立

江
戸
幕
府
成
立

享
保
改
革

明
治
維
新

終
戦

（1192年）
757万人

（1338年）
818万人

（1603年）
1,227万人

（1716～45年）
3,128万人

（1868年）
3,330万人

（1945年）
7,199万人

（2000年）
12,693万人

2004年12月にピーク
12,784万人
高齢化率 19.6％

■わが国における総人口の長期的推移

2030年
11,522万人
高齢化率 31.8％

2100年（高位推計）
6,407万人

2100年（中位推計）
4,771万人

高齢化率 40.6％

2100年（低位推計）
3,770万人

1000 1200 1400 1600 1650 1700 1750 1800 1850 1900 1950 2000 2050 2100

2050年
9,515万人

高齢化率 39.6％

「
社
員
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
、

  

安
定
的
な
雇
用
に
つ
な
が
る
。」

株式会社コメットカトウ 取締役社長
   かとう         あい いちろう

加藤 愛一郎氏
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い
ま
す
。
し
か
し
、こ
こ
数
年
は
売
り
手

市
場
で
参
加
企
業
数
に
対
し
て
学
生
数

が
少
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、中
部
大
学

と
密
接
な
関
係
で
行
う
事
業
と
し
て
、学

内
企
業
説
明
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
が

あ
り
ま
す
。報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
も
5
年
目
に
入
り
、だ
い
ぶ
根
付
い
て

き
ま
し
た
。企
業
と
し
て
の
本
音
は
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
学
生
を
育
て
る
だ
け
で

な
く
、最
終
的
に
は
地
元
企
業
に
就
職
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
現

状
の
売
り
手
市
場
で
は
な
か
な
か
厳
し
い

で
す
が
、今
後
は
、会
議
所
と
し
て
も
地

元
だ
け
で
な
く
、広
範
囲
に
会
員
企
業
を

擁
す
る
幸
友
会
と
連
携
し
て
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
打
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

次
に
、中
部
大
学
が
取
り
組
む

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

杉
本
先
生
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

杉
本　

本
学
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
と

し
て
低
学
年
の
間
に
2
種
類
の
科
目
を
用

意
し
て
い
ま
す
。一
つ
は
、1
年
次
の「
自
己

開
拓
」で
、自
分
が
ど
う
い
う
人
間
で
あ
る

か
を
知
る
た
め
の
科
目
、も
う
一
つ
は
2
年

次
の「
社
会
人
基
礎
知
識
」で
、将
来
社
会

人
と
し
て
生
き
て
い
く
と
き
に
必
要
な
心

構
え
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
義
形
式
だ
け
で
な
く
、学
生
が
自

ら
動
く
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
、全
学
的
な
正
課
の
科
目
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
中

心
と
し
た「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
2

年
次
か
ら
実
施
し
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
、計
画
的
に
就
職
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。ま
た
、各
学
部
学

科
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
て
、自

分
が
ど
の
よ
う
な
職
業
人
と
し
て
生
き
て

い
く
か
を
考
え
さ
せ
る
科
目
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。た
だ
、資
格

系
学
部
の
場
合
は
比
較
的
目
標
が
明
確
で

す
が
、文
系
学
生
の
中
に
は
、自
分
の
将
来

像
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
学
生
も

い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
学
生
に
い
か
に
早
く

自
分
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い
く
か

が
課
題
で
す
。ま
た
、本
学
に
限
り
ま
せ
ん

が
、学
生
の
就
職
状
況
を
示
す
と
き
、大
企

業
へ
就
職
し
た
割
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
が
ち
で

す
。実
は
こ
れ
が
、大
企
業
へ
の
就
職
を
良

し
と
す
る
考
え
を
学
生
に
植
え
付
け
て
い

る
気
も
し
ま
す
。そ
の
先
入
観
を
変
え
る

た
め
に
も
、た
と
え
ば
、春
日
井
市
内
の
企

業
に
入
社
し
た
学
生
の
就
職
率
も
示
す
よ

う
に
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
部
大
学
は
地
元
企
業
を
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
を
P
R
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
西　

そ
う
で
す
ね
。春
日
井
市
に
あ
る

唯
一
の
大
学
と
し
て
、商
工
会
議
所
、幸
友

会
会
員
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
学
生
を

育
成
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
中
部
大
学

の
強
み
で
す
。
低
学
年
の
う
ち
に
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
工
夫
は
、不
言
実

行
館
の
建
設
時
に
理
事
長
が「
人
間
力
の

育
成
」を
掲
げ
、幸
友
会
と
し
て
も
中
部

大
学
が
行
う
人
間
力
を
高
め
る
教
育
に

対
す
る
支
援
を
事
業
の
一
つ
に
位
置
付
け

て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
初
め
て
開
催
し
た

「
地
元
企
業
を
活
性
化
さ
せ
る

  

既
卒
者
支
援
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
。」春日井商工会議所 専務理事

   やまだ 　      しん ぺ い  　 　 　

山田 真平氏
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「
技
マ
ル
シ
ェ
」（
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
）も
学
内
企
業
説
明
会
や
報
酬
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
同
様
に
幸
友
会
と

中
部
大
学
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
成
果
の

一
つ
で
す
。さ
て
同
窓
会
に
は
、同
窓
生
や

企
業
か
ら
人
材
確
保
に
お
け
る
要
望
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

村
松　

私
自
身
は
卒
業
後
、出
向
も
含
め

て
4
つ
の
会
社
を
経
験
し
ま
し
た
。
当
時

は
、中
部
工
業
大
学
で
電
子
工
学
科
で
し

た
か
ら
自
ず
と
目
標
と
す
る
会
社
が
あ

り
、就
職
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。卒
業

時
に
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ

る
と
き
一
念
発
起
し
て
通
信
に
関
わ
る
資

格
を
取
得
。こ
れ
は
会
社
の
立
ち
上
げ
に

携
わ
っ
た
と
き
の
話
で
す
が
、中
途
で
人

材
を
採
用
す
る
際
、資
格
を
重
要
視
し
た

採
用
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
新
卒

を
採
用
す
る
と
き
に
は
、企
業
と
し
て
歴

史
も
な
く
無
名
で
し
た
か
ら
と
て
も
苦
労

し
ま
し
た
。し
か
し
い
ま
振
り
返
る
と
、地

元
の
電
気
や
通
信
の
業
界
に
は
中
部
大
学

の
卒
業
生
が
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
い
て
、

企
業
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、同
窓
生
の
中
に
は
、規
模

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
約
6
0
0
人
の
方

が
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け

の
努
力
を
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
、実
は
、そ
う
な
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
の
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
同

時
に
、企
業
を
経
営
す
る
卒
業
生
の
立
場

か
ら
は
、同
窓
会
を
人
材
を
提
供
し
て
く

れ
る
対
象
と
し
て
あ
ま
り
見
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
最
近
で
は
各
支
部
か
ら
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
財
産
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、個
人
情
報
の
た
め

取
り
扱
い
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
愛
知
県
の
14
の
私
立
大
学
と

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で

名
簿
を
作
っ
て
い
る
の
は
数
校
で
、本
学
の

同
窓
会
で
も
デ
ー
タ
の
管
理
は
継
続
し
ま

す
が
発
行
は
検
討
中
で
す
。一
方
で
同
窓

会
誌
を
発
行
す
る
と
、住
所
変
更
の
連
絡

を
メ
ー
ル
で
い
た
だ
け
る
の
で
、そ
う
い
う

方
々
は
同
窓
会
と
し
て
も
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

加
藤
さ
ん
の
会
社
で
は
新
卒
社
員

が
ほ
と
ん
ど
辞
め
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、何
か
理
由
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤　
一
つ
に
は
学
生
の
メ
ー
カ
ー
志
向
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、当
社
に
は
開

発
、製
造
、販
売
、修
理
、営
業
な
ど
の
職

種
が
あ
り
、各
々
に
合
っ
た
仕
事
を
社
内

で
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、居
心

地
の
良
さ
と
い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、当
社
を
志
望
す
る
学
生
の

多
く
は
、国
内
で
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る

会
社
に
入
り
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。全
職
種
の
定
着
率
が
高

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、特
に
技
術

系
新
卒
の
定
着
率
の
高
さ
は
顕
著
で
す
。

定
年
退
職
も
あ
り
、部
門
間
で
調
整
も
あ

り
ま
す
の
で
採
用
は
必
要
で
す
が
、景
気

に
波
が
あ
り
ま
す
し
人
口
減
少
社
会
で

す
か
ら
、今
ま
で
通
り
、売
上
や
粗
利
を

し
っ
か
り
と
保
持
す
る
こ
と
を
重
視
し
た

人
材
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

技
術
系
の
定
着
率
が
高
い
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、商
工
会
議

所
の
立
場
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

大
手
企
業
で
は
新
卒
が
3
年
で

3
割
辞
め
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
、地
元
の
企
業
で
は
そ
れ
ほ
ど
離
職
率

は
高
く
な
く
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
入
社

「
中
部
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
の一員
と
し
て

  

同
窓
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
創
出
を
目
指
す
。」

中部大学同窓会 会長
  むらまつ 　      まさひ こ  　 　 　

村松 正彦氏

Chapter2
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み

スペシャル座談会
企業が安定的に人材を確保するには特 集
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し
て
く
れ
る
学
生
が
少
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
。
今
、商
工
会
議
所
で
は
、雇

用
に
関
す
る
委
員
会
で
雇
用
確
保
の
た

め
に
ど
う
す
べ
き
か
を
論
議
し
て
お
り
、

今
年
度
は
重
点
項
目
に「
既
卒
者
支
援
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
3
年
以
内
で
辞
め
た

人
が
転
職
サ
イ
ト
で
就
職
す
る
の
で
は
な

く
、地
元
に
戻
れ
る
体
制
の
確
立
を
検
討

し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
東
京
や
大
阪
で

働
い
て
き
た
人
が
、地
元
に
戻
り
た
い
と

思
っ
た
と
き
に
地
元
で
就
職
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
で
す
。現
在
、お
そ
ら
く
ど
こ
の

大
学
も
離
職
し
た
人
に
対
す
る
支
援
は

あ
ま
り
し
て
い
な
い
は
ず
で
す
。
石
原
学

長
が「
中
部
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
結
び
つ
き

を
大
事
に
し
た
い
」と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、卒
業
生
を
大
事
に
す
る
意
味
で
も
、

こ
れ
か
ら
は
大
学
も
離
職
し
た
卒
業
生
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。少
子
化
の
影
響
で
大
学
間
競
争
が
激

し
く
な
り
ま
す
の
で
、長
い
目
で
見
て
、商

工
会
議
所
の
主
導
で
は
な
く
、幸
友
会
と

し
て
も
既
卒
者
支
援
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

杉
本　

実
は
、か
な
り
前
か
ら
キ
ャ
リ
ア

支
援
課
で
は
、離
職
し
た
既
卒
者
の
支
援

も
し
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
大
学
に
来

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
来
て
く
れ
さ
え
す
れ

ば
支
援
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
も
同

窓
会
も
卒
業
生
の
状
況
を
掴
み
き
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
今
後
は
同
窓
会
に
も
媒

介
と
な
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、卒
業
生
が

同
窓
会
に
相
談
す
る
、す
る
と
同
窓
会
が

幸
友
会
に
相
談
し
て
、幸
友
会
の
会
員
企

業
に
声
を
か
け
る
、あ
る
い
は
春
日
井
商

工
会
議
所
に
相
談
し
て
商
工
会
議
所
の

会
員
企
業
に
卒
業
生
を
紹
介
す
る
。こ
の

よ
う
に
大
学
や
同
窓
会
が
媒
介
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
本
学

の
教
育
戦
略
会
議
で
は
、卒
業
生
が
卒
業

後
に
最
初
の
就
職
先
か
ら
ど
れ
く
ら
い
離

職
し
て
い
る
か
の
調
査
か
ら
始
め
よ
う
と
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
中
心
に
卒
業
生
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
実
態
を
把
握
す
る
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
を
見
な

が
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
ど
う
対
策
を
と

る
の
か
、あ
る
い
は
各
学
科
に
ど
ん
な
協
力

を
お
願
い
す
る
か
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
西　

先
般
あ
る
女
子
大
を
訪
問
し
ま

し
た
が
、そ
の
大
学
は「
入
学
前
教
育
か

ら
卒
業
後
の
育
児
支
援
ま
で
」と
い
う
こ

と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
入
学
す
る

学
生
に
と
っ
て
は
、卒
業
後
い
つ
で
も
頼
れ

る
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
卒
業
生
が
母

校
へ
相
談
に
来
な
い
の
は
、情
報
を
持
っ
て

い
な
い
だ
け
で
な
く
、学
生
自
身
が
、大

学
が
卒
業
後
も
頼
れ
る
存
在
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。さ
て
、こ
こ
で
は
も
う
一
つ
、

働
き
方
改
革
、い
わ
ゆ
る
長
時
間
労
働
の

問
題
が
社
会
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
が
、学

生
の
価
値
観
の
変
化
や
、企
業
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田　

国
と
同
様
、日
本
商
工
会
議
所
で

は
、従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な

視
点
で
考
え
戦
略
的
に
実
践
す
る「
健
康

経
営
」を
促
進
し
て
い
ま
す
。
大
手
企
業

は
こ
れ
に
早
め
に
対
応
し
、学
生
も
就
職

活
動
の
際
に
健
康
経
営
企
業
の
リ
ス
ト
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
残
業

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、企
業
が
健
康
経

営
、ま
さ
に
健
全
な
経
営
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
こ
と
を
国
も
推
奨
し
て
い
て
、そ
う
し

た
ホ
ワ
イ
ト
企
業
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
が

雇
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
西　

企
業
の
立
場
と
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

加
藤　

学
生
を
採
用
す
る
際
、会
社
説
明

「
大
学
が
情
報
媒
介
に
な
る
た
め
に
、

  

卒
業
生
の
実
態
の
把
握
に
注
力
。」

中部大学 副学長・教授
  すぎもと　      か ず ひ ろ  　 　 　

杉本 和弘氏
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会
の
開
催
と
同
時
に
、学
生
と
近
い
世
代

の
社
員
と
の
懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。学

生
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、仕
事

内
容
や
入
社
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
時
間
を
か

け
て
説
明
し
、休
日
の
取
得
状
況
や
会
社

の
雰
囲
気
も
伝
え
て
い
ま
す
。社
員
が
い
い

な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
も
心
が
け
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
数
年

前
か
ら
は
社
員
旅
行
を
復
活
さ
せ
、隔
年

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
入
社
10
年
以

内
の
社
員
は
定
着
率
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
し
、何
よ
り
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
ま

す
。
社
員
が
ま
ず
楽
し
く
な
る
こ
と
を
し

て
、会
社
説
明
会
の
と
き
に
社
員
が
う
ち

は
こ
う
い
う
会
社
だ
と
語
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
一
番
の
宣
伝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
西　

最
近
で
は
、外
資
系
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

な
ど
本
来
そ
の
よ
う
な
文
化
が
な
い
企
業

で
も
社
員
旅
行
を
始
め
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。そ
う
し
た
交
流
に
よ
っ

て
互
い
を
知
る
よ
う
に
な
り
、後
に
社
内

で
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
単
に
仕
事
が
厳
し
い
か
ら
離
職
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
居
場

所
や
、こ
の
仲
間
と
だ
っ
た
ら
頑
張
れ
る
と

い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、長
続
き
す
る

要
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

加
藤　

当
社
も
開
発
部
門
の
研
修
で
中

部
大
学
の
新
穂
高
山
荘
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
よ
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
学
生
と
の

間
に
で
き
る
と
、信
頼
関
係
が
生
ま
れ
て

会
社
選
び
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
ね
。

大
西　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
も
、学
生
と

世
代
の
近
い
社
員
の
方
が
交
流
で
き
る

機
会
は
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
で

は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
就
職
す
る
学

生
が
増
え
て
い
ま
す
。
社
員
の
方
の
満
足

度
の
高
い
会
社
に
は
学
生
が
吸
い
寄
せ
ら

れ
就
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。で

は
、働
き
方
改
革
に
関
し
て
学
生
の
意
識

の
変
化
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
本　

大
学
の
授
業
と
仕
事
と
を
一
緒
に

す
る
の
は
よ
く
な
い
で
す
が
、学
生
が
勉

強
す
る
と
き
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
が
あ

る
と
、ま
ず
き
ち
ん
と
取
り
組
ま
な
い
し

身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
仕
事
も
似
て
い
る
面

が
あ
っ
て
、同
じ
仕
事
で
も
自
ら
進
ん
で

取
り
組
む
場
合
と
、仕
方
な
く
や
る
場
合

と
で
は
成
果
に
違
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。

社
員
旅
行
や
終
身
雇
用
が
見
直
さ
れ
て
い

2018年3月卒業予定

※求人社数は17,171社※（    ）内は女子で内数 ※1,415社に2,063名が就職 ※会員企業232社に366名が就職

機 械 工 学 科
電気システム工学科
電子情報工学科
都市建設工学科
建 築 学 科
応 用 化 学 科
情 報 工 学 科
ロボット理工学科
経 営 情 報 学 科
経 営 学 科
経 営 会 計 学 科
国 際 関 係 学 科
国 際 文 化 学 科
中国語中国関係学科
日本語日本文化学科
英語英米文化学科
コミュニケーション学科
心 理 学 科
歴 史 地 理 学 科
応用 生 物 化 学 科
環 境 生 物 科 学 科
食 品 栄 養 科 学 科
生 命 医 科 学 科
保 健 看 護 学 科
理 学 療 法 学 科
作 業 療 法 学 科
臨 床 工 学 科
スポーツ保健医療学科
幼 児 教 育 学 科
現 代 教 育 学 科
合 計

155（7）
59（‒）
67（1）
49（1）
94（7）
93（20）
99（2）

105（11）
123（18）
65（8）
41（8）
40（22）
13（4）
70（29）
35（14）
59（23）
61（22）
71（10）
92（34）
96（28）
127（88）
59（30）
81（69）
39（19）
27（21）
37（6）
71（13）
73（58）
83（32）

2,084（605）

13,266
13,160
12,838
12,825
12,825
12,314
12,523

13,089
13,151
12,981
12,921
12,890
12,786
12,830
12,858
12,907
12,840
12,779
12,132
12,090
12,012
12,025
12,009
12,421
12,444
12,081
11,936
13,334
12,777

※ 17,171

13,275
13,179
12,844
12,846
12,829
12,318
12,527

13,089
13,151
12,981
12,921
12,893
12,786
12,830
12,858
12,907
12,840
12,779
12,133
12,091
12,011
12,027
12,008
12,435
12,458
12,082
11,935
13,352
12,777
367,162

85.6
223.4
191.7
262.2
136.5
132.5
126.5

124.7
106.9
199.7
315.1
322.3
983.5
183.3
367.4
218.8
210.5
180.0
131.9
125.9
94.6
203.8
148.2
318.8
461.4
326.5
168.1
182.9
153.9
176.2

126
55
57
43
64
80
86

93
117
62
40
40
13
63
29
53
57
66
84
81
105
51
46
34
24
30
62
62
82

※ 1,415

154（7）
58（‒）
67（1）
49（1）
92（7）
93（20）
99（2）

105（11）
122（18）
65（8）
40（8）
39（22）
13（4）
69（29）
30（11）
57（22）
61（22）
69（9）
92（34）
95（28）
127（88）
56（30）
81（69）
39（19）
27（21）
37（6）
71（13）
73（58）
83（32）

2,063（600）

99.4
98.3
100.0
100.0
97.9
100.0
100.0

100.0
99.2
100.0
97.6
97.5
100.0
98.6
85.7
96.6
100.0
97.2
100.0
99.0
100.0
94.9
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
99.0

53
23
23
11
16
18
17

16
21
10
13
4
0
8
3
3
3
9
10
8
6
4
1
1
2
0
11
2
4

※ 232

70（3）
26（0）
32（0）
13（1）
29（1）
22（7）
23（1）

19（1）
22（1）
10（2）
13（1）
4（2）
0（0）
8（3）
3（1）
3（0）
3（0）
9（0）
12（5）
8（2）
9（4）
5（1）
1（1）
2（1）
3（2）
0（0）
11（3）
2（2）
4（1）

366（46）

45.5
44.8
47.8
26.5
31.5
23.7
23.2

18.1
18.0
15.4
32.5
10.3
0.0
11.6
10.0
5.3
4.9
13.0
13.0
8.4
7.1
8.9
1.2
5.1
11.1
0.0
15.5
2.7
4.8
17.7

170（7）
74（0）
71（1）
51（1）
99（8）

111（23）
131（6）

112（11）
128（18）
72（8）
46（9）
44（26）
15（5）
75（31）
44（17）
61（23）
75（25）
76（10）
111（41）
110（34）
130（90）
70（35）
83（71）
39（19）
27（21）
38（7）
76（14）
78（62）
90（32）

2,307（655）

卒業生数
（人）

就職希望者数
（人） 会社数（社）

求　人
学科名 人数（人） 会社数（社） 人数（人） 就職率（％） 会社数（社） 人数（人） 会員企業への

就職率（％）

就　職 幸友会会員企業への就職

求人倍率（倍）

スペシャル座談会
企業が安定的に人材を確保するには特 集

■2016年度の就職結果報告 （2017年4月15日現在）
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る
の
は
、昔
の
日
本
的
経
営
の
良
さ
の
表

れ
で
あ
る
一
方
、“

ブ
ラ
ッ
ク”

と
い
う
言
葉

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

働
き
方
と
の
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
も
思

い
ま
す
。

大
西　

18
歳
人
口
の
減
少
に
伴
い
、大
学

が
社
会
に
輩
出
す
る
新
卒
の
数
は
減
っ
て

い
き
ま
す
。一
方
、企
業
も
既
卒
者
採
用

に
対
し
て
否
定
的
な
考
え
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
昨
今
、第
二
新
卒
の
数
は
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今

日
お
集
ま
り
の
皆
様
が
、こ
の
現
象
に
連

携
し
て
取
り
組
む
可
能
性
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
松　

統
計
的
に
は
全
卒
業
生
の
約
半

数
が
同
窓
会
に
入
会
し
て
お
り
、授
業
料

と
一
緒
に
任
意
で
会
費
納
入
を
お
願
い
し

て
か
ら
は
、入
会
率
は
増
え
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
卒
業
生
は
じ
め
第
二
新
卒
の
皆
さ

ん
も
同
窓
会
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。た
だ
、同
窓
会
は
同
窓
生
に
何

を
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
は
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
こ
と
が
少
な
い
の
も
事
実
で
、目

玉
と
な
る
内
容
を
つ
く
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
石
原
学
長
が
中
部
大
学
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、同
窓
生

7
6
5
0
0
人
も
大
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

す
。卒
業
生
の
中
に
は
、い
ま
転
職
で
悩
ん

で
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う

い
う
方
に
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」、「
同
窓
会
は
幸

友
会
の
会
員
企
業
8
0
0
社
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、地
元
企
業

へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
橋
渡
し
で
き
ま
す
」

と
、同
窓
会
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
明
記
で

き
れ
ば
、同
窓
会
員
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、安
易
に
転
職

し
て
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
す
か
ら
、実
現
す

る
に
は
登
録
の
審
査
や
選
別
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
西　

先
ほ
ど
、山
田
さ
ん
か
ら
大
学
に
、

新
卒
だ
け
で
な
く
既
卒
者
に
対
す
る
支

援
も
お
願
い
し
た
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
友
会
や
同
窓
会
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
提
言
は
あ
り
ま
す
か
。

山
田　

商
工
会
議
所
の
4
3
0
0
の
会
員

の
た
め
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、東
海
3
県

を
中
心
に
広
が
る
幸
友
会
会
員
企
業
約

8
0
0
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き

る
仕
組
み
も
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
中
部
大
学
は
地
域
の
大
学

で
あ
り
、地
域
を
大
事
に
し
て
い
る
大
学

で
す
。お
そ
ら
く
卒
業
生
の
出
身
は
こ
の

中
部
エ
リ
ア
が
多
い
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う

な
卒
業
生
が
、た
ま
た
ま
就
職
で
東
京
や

大
阪
へ
出
て
い
る
け
れ
ど
、地
元
に
戻
り
た

い
と
思
っ
た
と
き
、地
元
で
就
職
で
き
る
場

を
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化

に
な
り
、地
元
企
業
も
そ
れ
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、既
卒
者

を
支
援
し
よ
う
と
い
う
発
想
の
原
点
で
し

た
。ま
た
、商
工
会
議
所
と
し
て
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。離
職
さ
れ
た
方
や
家
庭

に
入
っ
て
い
る
方
が
、も
う
一
度
社
会
に
出

て
い
く
た
め
の
教
育
訓
練
を
行
う
助
成
制

度
で
あ
る
国
の「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」の

窓
口
を
商
工
会
議
所
が
し
て
い
ま
す
。
企

業
で
働
く
前
に
学
ぶ
こ
と
で
、自
分
の
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、企
業
も
本
人

も
国
か
ら
補
助
金
を
も
ら
え
る
上
に
、自

分
に
マ
ッ
チ
し
た
就
職
が
で
き
る
と
い
う
制

度
を
、こ
の
既
卒
者
支
援
に
組
み
込
め
る

と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
卒
業
生
が
地
元

に
戻
っ
て
く
る
と
き
に
、母
校
の
中
部
大
学

に
相
談
す
る
け
れ
ど
、企
業
に
即
入
社
す

る
の
で
は
な
く
、ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
を
活
用
し

て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
す
れ
ば
、企
業
も
受

け
入
れ
や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。こ
の
よ

う
な
産
官
学
が
連
携
し
た
既
卒
者
支
援

が
で
き
れ
ば
、自
分
に
あ
っ
た
企
業
、あ
る

い
は
地
元
の
企
業
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
社
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西　

ま
さ
に
本
学
が
春
日
井
と
い
う

地
域
で
非
常
に
大
事
に
さ
れ
、頼
り
に
さ

れ
て
い
る
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。ジ
ョ
ブ・カ
ー

ド
制
度
の
話
が
出
ま
し
た
が
、単
に
就
職

Chapter3
卒
業
生
を
支
援
す
る
た
め
の

可
能
性
を
探
る
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あ
っ
せ
ん
や
橋
渡
し
だ
け
で
な
く
、リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、卒

業
生
が
再
度
目
指
す
も
の
に
進
ん
で
い
け

る
よ
う
な
可
能
性
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

杉
本　

本
学
の
医
療
系
の
大
学
院
に
は
、

現
場
に
出
て
か
ら
も
う
一
度
勉
強
し
た
い

と
い
う
意
志
を
持
っ
て
入
学
さ
れ
る
方
々

が
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
工
学
や

経
営
情
報
学
等
の
ほ
か
の
研
究
科
で
も
可

能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
休
職
等
に
対

す
る
企
業
の
協
力
が
不
可
欠
で
、社
会
的

な
支
援
制
度
と
絡
め
る
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、各
業
界
で
働
い
て
い
る

方
々
の
中
に
は
、そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の
思
い
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

山
田　

先
生
が
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、

平
成
31
年
度
創
設
予
定
の「
専
門
職
大

学
制
度
」に
も
つ
な
が
る
、少
子
化
問
題
に

も
対
応
す
る
大
学
の
新
た
な
方
向
性
の
一

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。既
卒
者
の
方
が

も
う
一
度
大
学
で
単
位
を
取
得
す
る
と
き

に
は
、地
元
の
企
業
の
方
が
教
え
る
立
場

に
な
り
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
こ
と
に
中

部
大
学
も
早
め
に
取
り
組
ん
で
お
く
と
、

地
域
や
企
業
と
の
連
携
も
強
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

大
西　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
企
業

と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

加
藤　

採
用
す
る
側
と
し
て
は
、第
二
新

卒
で
も
特
別
な
職
種
に
限
定
せ
ず
、新
卒

と
同
じ
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。で

す
か
ら
第
二
新
卒
の
場
合
は
、大
学
側
も

い
ま
の
求
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
入
れ

て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、中

途
採
用
と
な
る
と
中
高
年
層
に
な
り
、第

二
新
卒
と
は
話
が
違
っ
て
き
ま
す
。で
も
、

需
要
が
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。で

す
か
ら
55
歳
で
役
職
定
年
に
な
っ
た
と
き

に
、こ
れ
ま
で
は
会
社
に
頼
む
し
か
な
か
っ

た
こ
と
が
、今
の
話
の
よ
う
な
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
頼
れ
る
の
は
い
い
で
す
ね
。た

だ
し
気
を
付
け
た
い
の
は
、日
本
は
ま
だ
転

職
に
対
し
て
の
見
方
が
厳
し
く
、な
か
な

か
転
職
に
踏
み
切
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

転
職
者
を
評
価
す
る
力
が
企
業
に
備
わ

り
、能
力
に
対
す
る
報
酬
を
き
ち
ん
と
提

案
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、転
職
す
る
側

も
安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
西　

新
卒
よ
り
第
二
新
卒
が
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
示
す
通
り
、一
度
企
業
で
苦

労
を
経
験
し
、若
い
う
ち
に
あ
ら
た
め
て

自
分
の
真
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、そ

う
い
う
人
材
こ
そ
企
業
に
と
っ
て
は
頼
り

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
数
年
、

売
り
手
市
場
で
求
人
難
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、幸
友
会
の
企
業
会
員
数
が
増
え
て
い

ま
す
。こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
幸

友
会
と
し
て
は
、企
業
と
大
学
、そ
し
て

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
同
窓
会
と

連
携
し
て
、新
卒
だ
け
で
な
く
、今
後
は

第
二
新
卒
や
卒
業
生
に
対
し
て
も
新
た
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
実

感
で
き
た
座
談
会
に
な
り
ま
し
た
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
大
学
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

  

会
員
企
業
の
期
待
に
応
え
た
い
。」

学校法人中部大学 法人本部長・学監
中部大学幸友会 事務局長
  お お にし 　      の ぶ ゆき  　 　 　

大西 信之氏

スペシャル座談会
企業が安定的に人材を確保するには特 集

司
会

採用担当者 様へ
求 人に関するご相 談やお問い合わせは、

キャリア支 援 課までお気 軽にどうぞ。

中部大学キャリア支援課
（不言実行館5階）

TEL.0568-51-4184（直通）
FAX.0568-51-1982
E-mail：syusyoku@chubu.ac.jp
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今
年
5
月
、春
日
井
キ
ャ
ン
パ
ス

に
天
体
観
測
所
が
完
成
し
ま
し

た
。
国
内
や
海
外
の
天
文
台
や
大

学
・
研
究
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

幅
広
い
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。一
方
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
い
う
立

地
を
生
か
し
て
、学
生
や
教
職
員
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
こ
と
も
特
徴

で
、す
で
に
学
生
の
講
義
や
、中
高

大
連
携
・
地
域
連
携
な
ど
で
の
活
用

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
、企
業
と

の
連
携
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、多
様

な
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

先
端
工
学
を
誇
る
本
学
の
工
学

部
と
も
連
携
し
て「
天
文
工
学
」の

研
究
も
推
進
し
ま
す
。
最
先
端
の

天
文
学
を
支
え
て
い
る
は
、建
築
土

木
、機
械
、精
密
加
工
、光
学
、情
報

処
理
、制
御
、ロ
ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
と

多
岐
に
わ
た
る
最
先
端
工
学
で
、い

わ
ば
工
学
技
術
の
結
晶
な
の
で
す
。

工
学
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
は
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
技
術
活
用
の
現
場
で
本

物
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。ま

た
、宇
宙
と
地
球
を
つ
な
ぐ
領
域
を

対
象
と
し
た「
地
文
学
」や
、天
文

学
と
人
間
社
会
・
文
化
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
た「
文
理
融
合
分
野
」

な
ど
、総
合
大
学
と
し
て
文
系
と
理

系
の
融
合
し
た
幅
広
い
研
究
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

天
文
台
所
員
と
し
て
約
30
名
の

大
学
教
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

所
属
は
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、ど

の
学
部
で
も
天
体
観
測
所
が
利
用

天
文
台

天
体
観
測
所
が

目
指
す
姿

〈中央〉
創造理工学実験教育科

大嶋 晃敏准教授

〈右〉
超伝導・持続可能エネルギー
研究センター

井上 徳之教授

〈左〉
現代教育学部 現代教育学科

橋本 美彦准教授

宇
宙
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う
組
織
と
し
て
2
0
1
7
年
4
月
に

設
立
さ
れ
た「
中
部
大
学
天
文
台
」。翌
5
月
に
は「
天
体
観
測
所
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、研
究
・
教
育
・
連
携
の
3
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
3
人
の
先
生
に
、中
部
大
学
天

文
台
の
特
徴
と
今
後
の
活
動
展
開
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

本
物
が
感
動
を
生
み
、人
が
人
を
つ
な
ぐ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

天
体
観
測
所
。

天
文
へ
の
興
味
を

広
げ
た
い
。

ち
も
ん
が
く
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で
き
ま
す
。現
代
教
育
学
部
で
は
、

自
分
の
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
教
員
、

望
遠
鏡
が
使
え
る
教
員
、理
科
が

得
意
な
小
学
校
教
員
な
ど
、教
員

養
成
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
学
園

の
中
高
大
連
携
で
は
、理
系
・
文
系

の
天
文
台
所
員
を
付
属
校
に
派
遣

し
て
い
ま
す
。
人
文
学
部
の
教
員

は
、付
属
中
学
校
の
活
動
で「
月
」

を
テ
ー
マ
に
連
歌
を
読
む
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
生
徒
は
啓
明

祭（
文
化
祭
）の
来
場
者
に
連
歌
を

体
験
さ
せ
る
活
動
に
発
展
さ
せ
ま

し
た
。天
文
台
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
の
交
流
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

天
文
台
で
は
、地
域
連
携
・
企
業

連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。8

月
に
開
催
し
た
地
域
の
観
望
会
に

は
、多
く
の
小
学
生
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。本
学
の
学
生
が
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
、天
体
観
測
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
月
の
ク
レ
ー

タ
ー
、土
星
の
環
、木
星
の
縞
模
様

な
ど
が
雲
の
切
れ
間
か
ら
見
え
た

と
き
、驚
き
と
感
動
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。地
域
の
皆
様
と
本
物
に
触

れ
る
感
動
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、

学
生
に
も
教
員
に
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
。

　

さ
ら
に
天
文
台
で
は
、学
外
で
開

催
す
る
観
望
会
や
講
演
会
な
ど
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
展
開
す
る

計
画
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
施
設
見
学
・

3
D
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
を
行

う
計
画
で
す
。ま
た
、企
業
の
皆
様

に
は
、工
学
技
術
の
粋
を
集
め
た
天

文
学
の
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
、そ

し
て
天
体
観
測
所
に
お
越
し
い
た

だ
け
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。天
体
観
測
所
に
人
が
集
ま
り
、

新
た
な
企
画
が
実
現
し
、連
携
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。教
育
・
研
究
・
連
携
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
、中
部

大
学
天
文
台
は
こ
れ
か
ら
も
「
進

化
」
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
皆
様

も
、ぜ
ひ
中
部
大
学
天
文
台
の
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中部大学天文台では、宇宙を対象とした自然科学と
それに関連する工学分野、天文に関連する文理融合
分野など幅広い分野での研究・教育・連携のきっかけ
をつくり、それを推進・発展させていきます。

中部大学天文台の活動展開

研究活動

●宇宙理学
●天文工学
●地文学
●文理融合分野
●国内外での連携研究

●学園教育
●課外教育

生命健康
科学部

現代教育
学部

大学院

応用生物
学部人文学部国際関係

学部

経営情報
学部

工学部

●地域連携
●産学連携
●中高大連携

連携活動教育活動

直径4メートルの天体観測ドーム、制御室、
セミナー室を備えた天体観測所。

300mm反射式望遠鏡

140インチで投影可能なプロジェクターを配置した
セミナー室。

8月に行われた観望会での様子。

150mm屈折式望遠鏡

専用のメガネを使用した
3Dプラネタリウムの上映が可能。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
。
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天
台
宗
の
開
祖
、最
澄
が
記
し
た「
山
家
学
生
式
」の

中
に
、「
一
隅
を
守
り
、千
里
を
照
ら
す
。こ
れ
則
ち
国
の

宝
な
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。私
は
こ
の
言
葉
を

「
一
隅
を
照
ら
す
従
業
員
は
会
社
の
宝
な
り
」と
言
い

換
え
て
常
に
自
分
の
中
に
置
き
、従
業
員
に
説
い
て
い
ま

す
。心
に
留
め
た
の
は
約
10
年
前
、社
長
に
就
任
し
た
数

年
後
、あ
る
高
僧
に
よ
る
法
話
を
聞
い
た
時
で
し
た
。と

か
く
利
益
優
先
に
な
り
が
ち
な
企
業
人
の
私
は
、損
得

勘
定
に
捉
わ
れ
な
い
仏
の
教
え
に
興
味
を
惹
か
れ
、肝
に

銘
じ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
主
た
る
事
業
の
清
掃
管
理・設
備
管
理
や

自
動
車
部
品
梱
包
作
業
は
、従
業
員
の
や
る
気
が
大
き

く
左
右
す
る
労
働
集
約
型
の
産
業
で
す
。一
人
ひ
と
り

が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
き
ち
ん
と
仕
事
を
す
る
こ

と
が
、会
社
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、安
全
第
一や
品

質
向
上
に
つ
な
が
る
一
方
、手
抜
き
や
粗
相
が
あ
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
に
信
用
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。「
一
隅
」に

は
、「
隅
」と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、清
掃
の
仕

事
も「
隅
々
」を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
す
。「
一
隅
を
照

ら
す
」と
は
、一
人
ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
仕
事
を
す
る
こ

と
。そ
し
て
、「
会
社
の
宝
な
り
」と
い
う
こ
と
は
、仕
事

を
す
る
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
人
で
あ
り
、会
社
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
、ま
さ
に「
人
財
」で
あ
る
と
解

釈
し
て
い
ま
す
。約
1
0
0
0
人
の
従
業
員
を
擁
す
る

当
社
で
は
、働
く
従
業
員
が
主
役
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り

の
総
力
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
ト
ッ
プ
一
人

の
一
歩
の
力
よ
り
も
、1
0
0
0
人
の
従
業
員
一
人

ひ
と
り
の
一
歩
一
歩
の
総
力
が
大
き
な
力
と
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。仕
事
は
裏
方
で
脚
光
を
浴

び
る
よ
う
な
華
や
か
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら

こ
そ
、従
業
員
に
少
し

で
も
や
る
気
を
起
こ

し
、誇
り
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

初
代
社
長
は
昭
和
12
年
に
会
社（
現
在
は
大
岡
技
研

株
式
会
社
）を
創
り
、そ
の
後
新
分
野
へ
の
事
業
拡
大
の

た
め
、昭
和
30
年
に
東
海
地
区
初
の
建
物
管
理
会
社
と

し
て
三
清
社
を
設
立
し
ま
し
た
。以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
事

業（
廃
棄
物
処
理・物
流
作
業
管
理・リ
ニュ
ー
ア
ル・ビ
ル

事
業
）を
時
流
に
先
ん
ず
る
発
想
で
展
開
し
て
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
重
要
な
こ
と
は
、変
化
に
対
応
し
な
が

ら
新
し
い
発
想
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
。も
ち
ろ

ん
、従
業
員
が
会
社
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

従
業
員
の
一
歩
一
歩
の
総
力
が

会
社
を
動
か
す
大
き
な
力
に
。

「
一
隅
を
照
ら
す
従
業
員
は

           

会
社
の
宝
な
り
」

企業人の格言
企業のトップが語る人生訓 Vol.11

大岡 洋三（おおおか ようぞう）氏／昭和22年愛
知県名古屋市生まれ。昭和45年早稲田大学第一
政治経済学部卒業、同年、伊藤忠商事株式会社
入社。昭和53年伊藤忠商事株式会社退社後、株
式会社三清社入社。昭和57年取締役就任。昭和
59年専務取締役就任。平成14年代表取締役社
長就任。平成28年より代表取締役会長。

株式会社三清社
代表取締役会長

さ
ん
げ
が
く
し
ょ
う
し
き

い
ち
ぐ
う

す
みす

み
ず
み
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岩田 真人（いわた まさと）氏／昭和37年愛知県
一宮市生まれ。昭和62年名古屋大学工学部卒
業。平成2年4月株式会社岩田レーベル入社。平
成4年11月取締役就任。平成6年7月取締役製造
部長就任。平成8年8月より代表取締役社長。平
成29年、日刊工業新聞社主催の第34回優秀経
営者顕彰 最優秀経営者賞を受賞。

　

頭
の
中
に
常
に
あ
る
の
は
、「
思
え
ば
成
る
」と
い
う

言
葉
で
す
。似
た
言
葉
に「
為
せ
ば
成
る
、為
さ
ね
ば
成

ら
ぬ
何
事
も
…
」と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
が
、私
は
、

そ
の
前
に
ま
ず“

思
う
こ
と”

が
大
事
だ
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。な
ぜ
な
ら
私
の
場
合
、思
っ
た
こ
と
が
行
動
に
な

り
、結
果
と
し
て
表
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。し
か
も
そ
の

度
合
い
は
た
だ
思
う
の
で
は
な
く
、重
要
な
の
は“

強
く

思
う”

こ
と
。事
業
経
営
の
面
で
も
そ
の
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、先
を
思
い
描
き
、そ
の
思
い
描
い
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
社
員
で
共
有
し
、努
力
し
て
い
く
こ
と
が
会
社
を

前
進
さ
せ
る
一
番
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
掲
げ

て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル・ニ
ッ
チ・オ
ン
リ
ー
ワ

ン
」で
す
。わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、国
内
外
を
問
わ

ず
、ま
だ
誰
も
や
っ
て
い
な
い
市
場
を
創
り
出
し
、差
別

化
し
た
製
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。当
社
は
、医
薬
品
の
ラ
ベ
ル
と
ラ
ベ
ル
貼

り
機
の
両
面
か
ら
お
客
様
へ
最
適
な
ラ
ベ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
を
私
が
先
代
か

ら
引
き
継
い
だ
の
は
今
か
ら
21
年
前
、34
歳
の
時
で
し

た
。今
思
え
ば
若
気
の
至
り
で
失
敗
も
経
験
し
ま
し

た
。し
か
し
、当
時
か
ら
先
を
思
う
思
考
が
身
に
つ
い
て

い
ま
し
た
し
、継
い
だ
か
ら
に
は
会
社
を
良
く
し
た
い
と

い
う
強
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、目
先
の
こ
と
で
悩

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。順
風
満
帆
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、悩
む
よ
り
も
先
を
思

う
方
が
得
だ
と
い
う
考
え
の
も
と
で
、今
ま
で
や
っ
て
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
代
は
会
社
を
大
き
く
す
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
、会
社
の
成
長
に
全
人
生
を
か
け
て
い
ま
し

た
。私
自
身
は
、先
を
予
測
す
る
こ
と

が
困
難
な
時
代
の
中
、規
模

を
大
き
く
す
る
こ
と

よ
り
も
永
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。医
薬
品

の
ラ
ベ
ル
は
情
報
伝
達

が
第
一
の
機
能
で
す
が
、

近
年
で
は
、そ
の
ラ
ベ
ル
に
遮
光
機
能
や
緩
衝
機
能
を

付
加
し
て
、医
療
現
場
で
役
立
つ
ラ
ベ
ル
を
提
供
し
続
け

て
い
ま
す
。当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
目
指
し
て
い
る
の
は
ニッ

チ
な
世
界
に
お
け
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
。す
ぐ
に
結
果
が

出
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
覚
悟
と

強
い
思
い
を
持
っ
て
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
実
績

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
と
を
成
す
に
は
、

ま
ず
強
く
思
う
こ
と
か
ら
。

株式会社岩田レーベル
代表取締役社長

「

思
え
ば
成
る
」

持 続 的な成 長のために、多くの場 面で判 断や決 断が求められる企 業 経 営 者 。

今回は、清 掃という大きな柱を中心に総 合ビルメンテナンス事 業を展 開する「 三 清 社 」と、

医 薬 品 向けタックラベルとラベル貼り機の開 発・製 造・販 売を行う「 岩田レーベル」の

おふたりの幸 友 会 会員企 業の経 営 者にお話を伺いました。
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愛
知
県
の
西
部
に
位
置
し
、自
然
豊
か

で
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
稲
沢

市
。そ
ん
な
稲
沢
の
地
に
生
ま
れ
少
年
時

代
を
過
ご
し
、文
化
勲
章
を
受
章
し
た
画

家
が
い
る
。戦
前・戦
後
を
通
じ
て
半
世
紀

以
上
パ
リ
で
暮
ら
し
、パ
リ
の
古
い
街
並
み

を
数
多
く
描
き
続
け
た
洋
画
家
、荻
須

高
徳
だ
。「
稲
沢
市
荻
須
記
念
美
術
館
」

は
、荻
須
の
業
績
を
讃
え
る
た
め
、ま
た
市

民
の
美
術
・
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
1
9
8
3
年
に
建
設
さ

れ
た
。外
観
は
、神
社
仏
閣
を
連
想
さ
せ

る
、緑
青
に
変
化
し
た
銅
板
大
屋
根
の
平

屋
建
築
。し
か
し
入
口
か
ら
中
へ
歩
を
進

め
る
と
、天
井
の
高
い
中
世
の
教
会
建
築

の
雰
囲
気
で
迎
え
て
く
れ
る
。

　

そ
ん
な
美
術
館
の
特
徴
は
、な
ん
と

言
っ
て
も
荻
須
高
徳
と
い
う
一
人
の
画

家
の
画
業
を
見
渡
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

1
9
2
1
年
、荻
須
は
20
歳
の
と
き
に

稲
沢
か
ら
上
京
し
、翌
年
、東
京
美
術
学

校（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）西
洋
画
科

に
入
学
す
る
。学
生
時
代
は
、近
代
洋
画

の
巨
匠
、藤
島
武
二
に
師
事
し
、写
実
的

で
温
厚
な
画
風
を
学
ん
で
い
っ
た
。卒
業

後
は
渡
仏
の
決
心
を
固
め
、、先
に
パ
リ
で

生
活
し
て
い
た
先
輩
で
あ
る
佐
伯
祐
三

の
助
言
も
受
け
、26
歳
で
パ
リ
へ
渡
る
。ま

た
、世
界
各
地
か
ら
パ
リ
に
集
ま
る
た
く

さ
ん
の
芸
術
家
た
ち
の
名
画
を
見
る
こ
と

で
、荻
須
自
身
も
画
家
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
て
いっ
た
。そ
の
後
、1
9
3
9
年

に
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
。翌
年
、ド

イ
ツ
軍
が
フ
ラ
ン
ス
へ
侵
攻
し
、荻
須
は
日

本
へ
の
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。荻
須

39
歳
の
と
き
で
あ
る
。帰
国
後
、荻
須
は

美
術
家
の
団
体
、新
制
作
派
協
会
の
会

員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、制
作
活
動
を
続
け

た
。1
9
4
5
年
終
戦
。た
だ
、し
ば
ら
く

の
間
パ
リ
へ
戻
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
よ
う
や
く
終
戦
か
ら
3
年
後
の

1
9
4
8
年
、荻
須
は
日
本
人
画
家
と
し

て
、戦
後
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
滞
在
を
許
さ
れ

8
年
ぶ
り
に
パ
リ
へ
渡
る
の
で
あ
る
。荻
須

は
、戦
前
と
変
わ
ら
ぬ
パ
リ
の
風
景
を
喜

び
、84
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、再
び
こ
の
地

“

芸
術
の
都”

や“

花
の
都”

な
ど
、

形
容
す
る
言
葉
に
事
欠
か
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
。

そ
ん
な
パ
リ
に
憧
れ
を
持
ち
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、

芸
術
家
と
し
て
の
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
パ
リ
で
過
ご
し
た
、

愛
知
県
稲
沢
市
出
身
の
一
人
の
日
本
人
画
家
が
い
ま
す
。

そ
の
名
前
を
冠
し
た
美
術
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

8
稲沢市荻須記念美術館
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を
拠
点
に
絵
を
描
き
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、こ
こ
で
は
若
き
美
術
学
校

時
代
、初
期
の
パ
リ
時
代
、後
期
パ
リ
時
代

と
い
う
よ
う
に
、荻
須
の
画
業
、画
風
の
変

遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、荻
須

が
使
用
し
て
い
た
ア
ト
リ
エ
の
復
元
施
設

だ
。荻
須
は
、パ
リ
で
3
カ
所
の
ア
ト
リ
エ
を

借
り
て
い
た
が
、な
か
で
も
晩
年
い
ち
ば
ん

長
く
使
用
し
て
い
た
モ
ン
マ
ル
ト
ル
近
く
の

ア
ト
リ
エ
の
内
部
空
間
を
復
元
し
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
ア
ト
リ
エ
は
、建
築
の
専
門
家

ら
が
現
地
へ
赴
き
、間
取
り
等
の
各
所
サ

イ
ズ
を
測
っ
て
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
。北

向
き
に
配
置
さ
れ
た
広
い
窓
、高
い
天
井
、

そ
こ
に
置
か
れ
た
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
家
具
の
ほ
か
、絵
筆
や
イ
ー
ゼ
ル
、パ
イ
プ

な
ど
、ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
荻
須
愛

用
の
品
々
が
、在
り
し
日
の
荻
須
の
お
も
か

げ
を
さ
り
げ
な
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

開
館
当
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、荻
須

本
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
含
む

1
2
3
点
だ
っ
た
が
、開
館
か
ら
34
年
を

経
て
、現
在
で
は
2
0
0
点
を
超
え
る
作

品
を
所
蔵
す
る
。そ
し
て
こ
の
秋
、一
年
に

一
度
開
催
す
る
特
別
展
で
は
、油
彩
、水

彩
、リ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
ほ
ぼ
全
て
の
所
蔵
品

が
展
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

荻
須
の
作
品
は
、石
造
り
の
建
物
や
街

並
み
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。し
か
も
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
観
光
地
で
は
な
く
、歴

史
が
染
み
込
ん
だ
、人
の
暮
ら
し
の
痕
跡

が
表
れ
て
い
る
建
物
だ
。そ
れ
は
何
度
も

絵
の
具
を
塗
り
重
ね
て
描
い
た
壁
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。人
物
を
描
か
ず
に
、建
物

に
よ
っ
て
人
の
暮
ら
し
を
描
き
出
し
て
い
る

の
だ
。荻
須
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
パ
リ
。た

だ
描
い
た
の
は
、パ
リ
の
華
や
か
さ
で
は
な

く
、そ
こ
で
暮
ら
し
続
け
る
人
々
の
飾
ら
な

い
生
活
。暮
ら
し
の
厳
し
さ
、豊
か
さ
だ
け

で
な
く
人
々
の
息
づ
か
い
ま
で
も
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
だ
。

館長 
山田 美佐子さん

企業様の中には、荻須
氏の絵画をお持ちの方
もいらっしゃるようです。
当館では作品のデータ
ベースを作成しています。
皆様に広く見てもらいた
いという方は、ぜひ情報
をお寄せください。

平成29年度特別展

荻須高徳展
～全コレクションによる～

荻須高徳《モンマルトル》1935年、油彩・カンヴァス、
稲沢市荻須記念美術館蔵
© ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2017 G0971

所蔵品約200点を展示し、荻須の画業や作品の魅力を紹介します。油彩画、水彩画、
素描、版画、タピスリーなどさまざまな技法による豊かな表現をお楽しみください。

〒492-8217 愛知県稲沢市稲沢町前田365番地8
TEL.0587-23-3300
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日、はだか祭の日

http://www.city.inazawa.aichi.jp/museum/

稲沢市荻須記念美術館

2017年10月28日（土）～12月10日（日）
会期中展示替があります
前期：10月28日（土）～11月12日（日） 後期：11月14日（火）～12月10日（日）

当時の雰囲気を味わえるアトリエ復元施設。

美術図書が充実した資料閲覧室。
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ひ
と
つ
の
食
卓
を
囲
ん
で
家
族
と
談
笑

し
な
が
ら
食
べ
る
習
慣
は
、そ
れ
ほ
ど
古

く
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。昭

和
初
期
、競
り
売
り
の
声
を
記
録
し
た
も

の
が
あ
る
。

―
―
こ
の
チ
ャ
ブ
ダ
イ 

い
い
な
ー
ほ
ん
と
に

こ
ん
な
の
で
ご
飯
食
べ
る
と
い
い
な
ー
こ
こ

が
ダ
ン
ナ
で 

こ
こ
は
奥
サ
ン 

こ
こ
が
ガ
キ 

こ
こ
が
バ
ン
ト（
番
頭
）サ
ン 

へ
へ 

お
い
し

く
仲
よ
ー
く
ね
…
と
言
っ
て
4
円
か
ら
2

円
50
銭
ま
で
落
と
し
て
行
く（『
モ
デ
ル
ノ

ロ
ヂ
オ
』1
9
3
0
年
刊
）。

　

街
で
は
チ
ャ
ブ
ダ
イ
を
売
り
歩
く
人
が

い
た
ら
し
い
。チ
ャ
ブ
ダ
イ（
卓
袱
台
）は

脚
の
低
い
食
事
台
で
、ハ
ン
ダ
イ（
飯
台
）

と
も
呼
ぶ
。
膝
を
折
っ
て
す
わ
る
和
式
の

食
台
で
あ
る
。
後
年
、1
9
7
0
年
代
、

D
K
ス
タ
イ
ル
の
す
ま
い
方
が
ふ
え
て
、

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
で
腰
か
け
る
洋
式
の
食

事
法
に
な
っ
て
チ
ャ
ブ
ダ
イ
は
減
少
し
た

が
。図
A
は
チ
ャ
ブ
ダ
イ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
。な

つ
か
し
い
昭
和
の
グ
ッ
ズ
と
し
て
売
り
出

さ
れ
た
。こ
の
時
期（
大
雑
把
に
言
え
ば

1
9
7
0
年
代
）日
本
人
の
生
活
空
間

が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
旅
先
、村
の
粗

大
ご
み
置
き
場
で
現
物
の
チ
ャ
ブ

ダ
イ
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

　

今
春
、名
古
屋
で『
あ
じ
く

り
げ
』
誌
の
展
示
会
が
開
か

れ
た
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
た
。

創
刊
1
9
5
6
年
か
ら
昨
年

2
0
1
6
年
5
月
ま
で
60
年
に

わ
た
る
東
海
地
域
を
中
心
で
刊

行
さ
れ
た
月
刊
誌
の
展
覧
会
で

あ
っ
た（
図
B
参
照
）。
私
自
身

も
こ
の
冊
子
で
拙
文
を
掲
載
し

た
こ
と
が
あ
り
、見
て
お
き
た

い
と
思
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
読
む

と
、当
地
域
の
文
学
・
美
術
家
・

料
理
家
等
、東
西
の
知
識
人
を

交
え
、随
筆
・
小
説
・
詩
・
戯
文
あ

り
、私
ど
も
の
よ
う
な
気
ま
ま
な

雑
文
・
図
絵
も
含
め
、ユ
ニ
ー
ク
な

冊
子
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
60
年
に
わ
た

る
冊
子
は
当
時
の
筆
者
諸
兄
が
意
識
す

る
か
、し
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、当
時
の

食
文
化
―
―
そ
の
風
俗
・
習
慣
を
垣
間
見

る
こ
と
が
あ
る
。た
と
え
ば
名
古
屋
に
は

二
種
の
カ
バ
ヤ
キ
が
あ
る
。ウ
ナ
ギ
の
カ
バ

ヤ
キ
と
ド
カ
バ（
ド
ジ
ョ
ウ
の
カ
バ
ヤ
キ
）が

あ
る（『
あ
じ
・
く
り
げ
』16
号
1
9
5
7

岡本信也
text by Shinya Okamoto

日本の食空間
11

図A 「チャブダイ」のミニチュア模型

図B 古書店で見つけた創刊号

せ

・
・
・
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年
刊
、松
村
静
雄
・
記
）。私
の
少
年
期
、ド

ジ
ョ
ウ
を
串
焼
し
た
も
の
を
食
べ
た
記
憶

が
よ
み
が
え
っ
た
。
当
時
、こ
の
地
域
に
は

ナ
マ
ズ・フ
ナ
・コ
イ
等
の
川
魚
を
食
べ
る
習

慣
が
あ
っ
た
。
後
年
、松
村
さ
ん
と
出
会
っ

た
時
は
郷
土
研
究
家
と
し
て
、も
の
静
か

な
紳
士
だ
っ
た
。

　

料
理
の
専
門
家
で
も
グ
ル
メ
の
趣
味
も

な
い
私
が『
あ
じ
く
り
げ
』誌
に
書
い
て
み

よ
う
と
考
え
た
の
は
、以
前
、こ
の
冊
子
で

亀
山
巌
さ
ん
が「
た
べ
も
の
雑
記
帳
」
を

書
い
て
お
ら
れ（
1
9
7
5

～
8
9
年
）、そ
の
切
り
絵

（
挿
画
）
と
文
に
魅
了
さ

れ
た
。で
、亀
山
さ
ん
が
逝

去
し
て
5
年
後
、あ
じ
く

り
げ
編
集
部
H
さ
ん
か

ら
お
誘
い
を
受
け
て
「
食

風
俗
採
集
帖
」
を
は
じ
め

た（
当
初
は
食
風
俗
観
察

記
）。
亀
山
さ
ん
と
は
京
都

の
現
代
風
俗
研
究
会
で
同

席
し
、私
ど
も
は
雑
学
的

自
由
人
亀
山
を
知
っ
て
い
た

の
で
引
き
受
け
る
こ
と
に

し
た（
作
図
は
岡
本
靖
子
）。

　

そ
れ
が
1
9
9
4
～
2
0
1
6
年
5

月
ま
で
20
年
間
連
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
20
年
の
合
間
、何
が
起
き
た
か
。
そ

の
1
は
日
本
文
化
の
雑
種
性
―
―
箸（
和

式
）と
ス
プ
ー
ン・フ
ォ
ー
ク（
洋
式
）の
併

用
が
一
段
と
進
化
し
、天
目
茶
碗
の
よ
う

な
も
の
で
コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
を
飲
む
ス
タ
イ
ル

（
図
C
）が
出
現
し
た
り
、ガ
ラ
ス（
耐
熱

性
）の
コ
ッ
プ
が
日
常
飲
用
器
と
し
て
多
用

化
す
る
。

　

そ
の
2
は
な
が
ら
食
の
拡
張
―
―
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
食
事
す
る
人
が
テ
レ
ビ
の
普

及
時
期
に
ふ
え
た
。こ
れ
は
昭
和
初
期
ラ
ジ

オ
の
出
現
し
た
頃
に
も
起
き
た
が
、戦
後
の

携
帯
ラ
ジ
オ
、携
帯
電
話
に
も
耳
で
聞
き

な
が
ら
飲
食
す
る
人
び
と
が
い
た
。

　

ま
た
、外
食
産
業
が
発
展
し
、手
軽
に

飲
食
で
き
る
よ
う
な
食
品
が
ふ
え
、路
上

飲
食
す
る
人
び
と
が
目
立
つ（
図
D
）。あ

る
い
は
通
勤
・
通
学
電
車
内
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
を
飲
み
、お
に
ぎ
り
を
食
べ
る

人
が
居
た
り
、食
事
後
に
口
紅
を
塗
り
直

す
女
性
、喫
茶
店
で
た
め
息
を
つ
き
続
け

る
男
性
ひ
と
り
、食
事
中
の
く
し
ゃ
み
、ブ

リ
キ
の
移
り
香（
缶
詰
）…
…
紙
巾
が
な

い
の
で
控
え
る
が
、重
箱
の
隅
を
楊
枝
で

穿
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
2
0
0
件

に
お
よ
ぶ
現
象
が
あ
る
。
現
代
日
本
の
食

空
間
は
日
々
変
容
し
続
け
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

な
が
ら
食

図C

図D

・
・

・

・
・
・

・
・
・
・

ほ
じ
く
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地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、世
界
的

に
落
雷
の
発
生
件
数
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、私
た
ち
の
身
の
回
り
に
増
え

続
け
て
い
る
の
が
電
気
製
品
や
電
子

機
器
の
数
々
。機
械
式
だ
っ
た
自
動

車
も
、い
ま
や
衝
突
回
避
機
能
や
自

動
運
転
な
ど
電
子
制
御
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。そ
こ
で
山
本
和
男
准
教

授
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
は
、さ

ま
ざ
ま
な
施
設・設
備
の
雷
害
対
策
。

「
雷
に
脆
弱
な
機
器
を
い
か
に
雷
か

ら
保
護
し
て
壊
れ
に
く
く
す
る
か
。

あ
る
い
は
、た
と
え
壊
れ
た
と
し
て

も
安
全
側
に
停
止
す
る
よ
う
な
仕

組
み
を
ど
う
構
築
す
る
か
を
研
究

し
て
い
ま
す
」。そ
の
研
究
対
象
は

電
力
設
備
、自
動
車
、鉄
道
な
ど
多

彩
で
、以
前
は
国
産
初
の
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
M
R
J（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

ジ
ェッ
ト
）の
耐
雷
対
策
に
も
携
わ
っ

た
と
い
う
山
本
准
教
授
。し
か
し
、

社
会
貢
献
的
な
こ
れ
ら
の
研
究
に
取

り
組
む
一
方
で
、子
ど
も
た
ち
へ
雷
に

つ
い
て
教
え
た
り
、そ
の
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
が
雷
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
り
す
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感

じ
る
そ
う
で
す
。

　

落
雷
の
発
生
件
数
の
増
加
傾
向

は
日
本
も
同
様
で
、特
に
日
本
海
沿

岸
で
の
冬
の
雷
は
、世
界
で
も
有
数

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
雷
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。風
力
発
電
を
設

置
し
て
効
率
良
く
発
電
す
る
に
は
、

風
が
強
い
場
所
が
条
件
の
一
つ
で
す

が
、荒
天
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
落

雷
の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
通

常
、風
力
発
電
用
風
車
に
は
レ
セ
プ
タ

（
受
雷
部
）が
つ
い
た
3
枚
の
ブ
レ
ー

ド
が
あ
り
、風
車
の
中
に
は
ダ
ウ
ン
コ

ン
ダ
ク
タ
と
呼
ば
れ
る
雷
の
電
流
を

大
地
ま
で
導
く
通
路
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、予
期
せ
ぬ
箇
所

に
落
ち
る
と
ブ
レ
ー
ド
が
割
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、割
け
た
ま
ま
回

転
が
続
く
と
破
片
が
飛
散
し
二
次

災
害
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。そ

こ
で
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
風
車

自
体
の
耐
雷
性
能
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
、ま
た
そ
の
た
め
の
セ
ン
サ
の
開

発
や
評
価
も
行
っ
て
い
ま
す
」。現
在

は
、学
内
に
導
入
し
た
大
電
流
発
生

装
置
で
ブ
レ
ー
ド
に
電
流
を
流
す
実

験
を
進
行
中
。ゆ
く
ゆ
く
は
コ
ン
デ

ン
サ
バ
ン
ク
を
増
や
し
、発
生
装
置
の

電
流
量
を
上
げ
て
、自
動
車
を
対
象

と
し
た
実
験
も
行
っ
て
み
た
い
と
話

す
山
本
准
教
授
。世
の
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
・
製
品
の
雷
害
対
策
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

工学部 電気システム工学科
やまもと 　　　　　かずお　　　　　　　

山本 和男准教授

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
設
備
機
器
を

落
雷
の
被
害
か
ら
守
る
。

NEDO の支援を受けて、企業と共同で開発した大電流発生装置。

研究テーマ

専 門 分 野 電力工学、高電圧工学

各種設備の雷害対策、航空機・自動車・鉄道システムの雷害対策

電 力 工 学

大
電
流
発
生
装
置
で

実
験
し
、耐
雷
性
能
の

向
上
を
目
指
す
。

電
子
制
御
化
の
進
展
と

求
め
ら
れ
る
雷
害
対
策
。
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7学部と大学院6研究科を擁する総合大学として知的資産を集積する中部大学。

さまざまな学問分野を網羅する数多くの研究室から、今回も4つの研究室を訪問しました。

産官学連携あるいは事業化等にぜひご活用ください。

　

前
職
は
、法
医
学
に
お
け
る
薬
の

分
析
を
す
る
傍
ら
、違
法
ド
ラ
ッ
グ
が

心
臓
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を

細
胞
レ
ベ
ル
で
研
究
し
て
い
た
と
い
う

前
野
善
孝
教
授
。現
在
は
本
学
の
食

品
栄
養
科
学
科
に
所
属
し
、心
臓
の

機
能
に
影
響
す
る
物
質
を
探
索
し
て

い
ま
す
。日
本
人
の
死
因
の
第
二
位
で

も
あ
る
心
臓
病
。治
療
方
法
に
心
臓

移
植
が
あ
り
ま
す
が
、日
本
で
の
移
植

件
数
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ

で
臨
床
試
験
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

筋
肉
由
来
の
細
胞
を
心
臓
の
細
胞
に

分
化
さ
せ
て
シ
ー
ト
状
に
し
、肥
大
や

心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
心
臓
に
貼
り
付

け
る
と
い
う
手
法
。シ
ー
ト
が
剥
が
れ

ず
に
う
ま
く
生
着
す
れ
ば
心
機
能
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

治
験
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
そ
の

効
果
を
上
げ
る
方
法
を
探
っ
て
い
る
過

程
で
、あ
る“

ペ
プ
チ
ド”

が
作
用
し
て

い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。心
臓

が
肥
大
す
る
よ
う
に
改
変
し
た
ラ
ッ
ト

に
、そ
の
ペ
プ
チ
ド
が
分
泌
す
る
よ
う

な
細
胞
を
つ
く
り
貼
り
付
け
る
と
肥

大
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
結
果
が
、大

阪
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
の
で
す
」。前
野
教
授
は
、そ
の

グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
と
し
て
ラ
ッ

ト
の
心
臓
か
ら
細
胞
を
取
り
出
す
装

置
を
製
作
し
て
、そ
の
装
置
を
使
っ
て

単
離
し
た
細
胞
に
ペ
プ
チ
ド
を
暴
露

す
る
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、ペ
プ
チ
ド
が
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
ち
、な
ぜ
心
臓
の
肥
大
を

抑
制
す
る
の
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
も
し
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
で
き
れ
ば
、細
胞
に
ペ
プ

チ
ド
が
発
現
す
る
よ
う
な
遺
伝
子

操
作
を
し
な
く
て
も
、た
と
え
ば
心

臓
に
注
射
を
す
る
薬
の
開
発
に
も
つ

な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
話
す

前
野
教
授
。ま
た
、前
野
教
授
の
研

究
の
特
徴
は
、成
熟
し
た
ラ
ッ
ト
の

心
臓
か
ら
細
胞
を
単
離
さ
せ
て
培

養
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
で

あ
る
こ
と
で
す
。「
i
P
S
細
胞
や

E
S
細
胞
と
は
違
い
、心
臓
の
細
胞

そ
の
も
の
を
使
う
こ
と
が
本
来
の
姿

で
あ
る
と
考
え
、そ
の
心
筋
細
胞
を

使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る

物
質
を
探
し
て
い
ま
す
」。
単
離
し

た
細
胞
を
培
養
し
た
肥
大
モ
デ
ル
を

使
い
、自
然
界
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

食
品
を
暴
露
し
た
と
き
の
変
化
を

見
た
い
と
話
す
前
野
教
授
。同
じ
細

胞
で
一
生
働
き
続
け
る
タ
フ
な
生
命

力
を
持
つ
心
筋
細
胞
と
、今
日
も
劇

的
な
変
化
を
起
こ
す
物
質
を
探
す
べ

く
粘
り
強
く
対
峙
し
て
い
ま
す
。

応用生物学部 食品栄養科学科
管理栄養科学専攻

まえの  　　　　　よしたか 　　　　　

前野 善孝教授

心
筋
細
胞
を
用
い
て
、心
臓
機
能
へ

影
響
を
与
え
る
物
質
を
探
る
。

成熟ラットの心臓から単離した心室
筋細胞。単離直後の桿状形態で収縮弛
緩を示さない。

単離した心室筋細胞の培養13 日目。
単離後、球状形態を呈し、次第に偽足
様構造を伴う多角形態に変化（肥大
モデル）。自動拍動を観察する。

■単離した心筋細胞の変化

研究テーマ

専 門 分 野 解剖生理学、形態機能学

心機能に関わる化合物の探求

解 剖 生 理 学

最
終
目
標
は

心
筋
細
胞
に
作
用
す
る

医
薬
品
開
発
。

心
臓
病
予
防
の

 

一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
。

50μm 20μm
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働
く
人
の
ほ
と
ん
ど
が
何
か
し
ら

の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ

れ
る
現
代
社
会
。
企
業
に
も
よ
り

組
織
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
西
田
豊
昭
准
教
授
の
専
門
分

野
で
あ
る
組
織
心
理
学
は
、実
証
的

な
科
学
的
活
動
を
伴
う
分
野
。
組

織
に
お
け
る
人
間
の
問
題
に
つ
い
て

実
際
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、そ
の
結

果
を
分
析
し
な
が
ら
仮
説
を
検
証

し
て
い
ま
す
。「
組
織
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一
歩
は
、い

か
に
正
確
に
個
人
の
ス
ト
レ
ス
反
応

を
測
定
す
る
か
に
あ
り
ま
す
」と
い

う
西
田
准
教
授
。し
か
し
、こ
れ
ま

で
の
ス
ト
レ
ス
調
査
で
用
い
ら
れ
て

き
た
測
定
尺
度
は
、精
神
病
院
な
ど

の
臨
床
現
場
に
お
い
て
患
者
が
示

す
反
応
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
き
た

も
の
。
普
通
の
人
が
回
答
す
る
と
、

質
問
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
自
分

を
良
く
見
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が

働
き
、日
常
的
な
場
面
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
反
応
に
は
反
応
し
に
く
い
と

い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で

行
っ
た
の
は
、よ
り
実
際
の
組
織
や

会
社
を
想
定
し
、職
場
環
境
の
文
脈

を
追
加
し
た
項
目
の
作
成（
図
1
参

照
）。そ
う
し
て
実
際
の
企
業
で
測

定
し
た
と
こ
ろ
、従
来
と
比
べ
て
識

別
力
が
高
ま
り
、日
常
的
な
ス
ト
レ

ス
の
測
定
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、2
0
1
5
年
12

月
か
ら「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
。従
業
員
が
50
人
以
上

の
事
業
所
は
、年
に
1
回
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、制
度

開
始
後
、最
初
の
1
年
間
の
状
況
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、チ
ェッ
ク
実
施
後

に
何
ら
か
の
職
場
環
境
の
改
善
を

行
っ
た
企
業
は
わ
ず
か
37.
0
％
。

集
団
分
析
結
果
を
受
け
た
後
の
職

場
自
体
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
の
に
、実
際
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。「
今
後
は
、

人
間
関
係
、仕
事
の
特
性
、制
度
要

因
、組
織
風
土
な
ど
の
職
場
環
境
が

ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
に
影
響
し
、ど

の
よ
う
に
個
人
の
ス
ト
レ
ス
反
応
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
分
析
し

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
る

西
田
准
教
授
。よ
り
詳
細
な
分
析

を
進
め
る
こ
と
で
、そ
の
結
果
が
職

場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
、ひ
い

て
は
職
場
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
よ
う
な
研
究
の
進
展
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

経営情報学部 経営総合学科・経営学科
にしだ             とよあき　　　　　　　

西田 豊昭准教授

集
団
や
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動
を

科
学
的
・
実
証
的
に
研
究
す
る
。

図1 測定尺度に職場環境の文脈を追加した項目例

仕事が忙しすぎて、
不機嫌で怒りっぽくなることがある。
職場の人間関係を考えると、
泣きたい気分になることがある。
会議中に意見が対立し、
感情の起伏が激しくなるときがある。

仕事上、人が信じられないと感じることがある。

責任の重い仕事を担当していて、
誰かに慰めてほしい、支えてほしいと思うことがある。
家庭や私生活での悩みがあり、
仕事が手につかないことがある。

不機嫌で怒りっぽい。

泣きたい気分に
なることがある。

感情の起伏が激しい。

人が信じられない。

誰かに慰めてほしい、
支えてほしいと思う。

仕事が手につかない。

研究テーマ

専 門 分 野 組織心理学、組織行動論、行動科学

人事測定ツール、適性検査の開発、ワークストレスの分析、
IRTによる項目分析

組 織 心 理 学

職
場
環
境
の

改
善
に
つ
な
が
る

研
究
を
目
指
す
。

職
場
環
境
の

文
脈
を
組
み
込
み
、

測
定
尺
度
を
改
善
。

21



中部大学研究支援課では、企業の皆様のニーズに応じて、関連分野の研究者を紹介しています。
共同研究や委託研究など、研究支援の相談窓口としてお気軽にご相談ください。

［幸友会事務局］0568-51-4852（直通）

幸友会事務局を介したご相談も承っております。研 究 支 援 課

0568-51-4740（直通）

　

今
年
5
月
、澤
本
光
男
教
授
は
、

米
国
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
協
会
か
ら
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン・フ
ラ
ン
ク
リ
ン・メ
ダ
ル（
化

学
部
門
）を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。教

授
の
長
年
の
研
究
テ
ー
マ
は「
高
分

子
合
成
」。な
か
で
も
機
能
性
高
分

子
の
精
密
合
成
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。「
ポ
リ
マ
ー（
高
分

子
）の
つ
く
り
方
は
、出
発
物
質
で
あ

る
モ
ノ
マ
ー（
単
量
体
）を
並
べ
て
、た

と
え
る
な
ら
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
の

よ
う
に
鎖
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で

す
」と
言
う
よ
う
に
、数
千
か
ら
数

百
万
の
分
子
量
で
構
成
さ
れ
る
巨

大
分
子
が
ポ
リ
マ
ー
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ゴ
ム
な
ど
の
素
材
と
し
て
も
使
わ

れ
る
、私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。1
9
3
0

年
代
、石
油
化
学
工
業
が
発
展
し
、

ナ
イ
ロ
ン
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
汎

用
高
分
子
材
料
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、膨
大
な
回
数
の
化
学
反
応

を
繰
り
返
す
う
ち
に
、副
反
応
と
し

て
鎖
の
端
に
不
純
物
が
付
い
た
り
、

反
応
が
止
ま
っ
た
り
し
て
大
き
さ
に

バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

澤
本
教
授
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
の

が
、あ
る
触
媒
を
使
っ
て
反
応
を
正

確
に
制
御
す
る
こ
と
。こ
の
精
密
重

合
に
よ
り
、大
き
さ
が
均
一
な
ポ
リ

マ
ー
の
合
成
に
成
功
し
た
の
で
す
。こ

の
精
密
重
合
は
世
界
初
の
発
見
と

し
て
、高
分
子
合
成
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
精
密
重
合
に
よ
っ
て
、先
端

技
術
に
必
要
な
高
分
子
材
料
と
期

待
さ
れ
る
多
く
の
機
能
性
高
分
子

の
精
密
合
成
法
を
開
拓
し
た
澤
本

教
授
。「
機
能
性
基
の
並
び
方
を
制

御
で
き
れ
ば
、材
料
に
新
た
な
機
能

の
創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。た
と
え

ば
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
は
電
子
回
路
板

の
材
料
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ

の
よ
う
に
精
密
重
合
で
し
か
実
現

で
き
な
い
材
料
が
あ
り
ま
す
」と
言

う
よ
う
に
、ほ
か
に
も
イ
ン
ク
ジ
ェッ

ト
の
分
散
剤
や
タ
イ
ヤ
の
性
能
向
上

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。た
だ
澤
本

教
授
が
今
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

生
命
の
起
源
だ
と
言
い
ま
す
。「
モ
ノ

マ
ー
を
精
密
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、自
然
界
で
つ
く

ら
れ
た
ポ
リ
マ
ー
と
同
じ
よ
う
に
並

べ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生

ま
れ
る
の
か
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。な
ぜ
私
た
ち
人
間
が
こ
の
世
界

に
生
き
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」。こ
の
壮
大
な
テ
ー
マ

の
挑
戦
に
、熱
い
研
究
者
魂
が
垣
間

見
え
ま
し
た
。

総合工学研究所
さわもと             みつお 　　　　　

澤本 光男教授

機
能
性
高
分
子
の
精
密
合
成
で
、

新
た
な
材
料
の
創
成
に
貢
献
。

片末端官能性高分子
両末端官能性高分子
ABブロックコポリマー

ABAブロックコポリマー

グラフトポリマー

星型（スター）ポリマー

梯子型（ラダー）ポリマー

構 造名 称 予想される用途
分散剤、マクロモノマー
液状ゴム、架橋剤
分散剤、相溶化剤
熱可塑性ゴム（エラストマー）

ゴム、接着剤

粘度調節剤、樹脂補強剤

耐熱性樹脂、機能性膜、ゴム

■精密重合による精密高分子：可能性と期待される機能

研究テーマ

専 門 分 野 高分子化学

精密重合の先駆的開発と機能性高分子の精密合成の確立

高 分 子 化 学

精
密
な
制
御
で

新
た
な
材
料
の
創
出
が

可
能
に
。

長
年
の
課
題
だ
っ
た

モ
ノ
マ
ー
の
正
確
な

配
列
制
御
に
成
功
。
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今
回
は
、健
康
に
深
く
か
か
わ

る
医
療
資
格
・
医
療
職
種
に
つ
い
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療
資
格

者
の
集
ま
り
で
、30
種
く
ら
い
の

医
療
資
格
者
が
働
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
医
療
は
、ハ
イ
テ
ク
医
療

（
高
度
先
端
医
療
）と
言
わ
れ
、

高
度
な
医
療
機
器
も
多
く
扱
う

た
め
、多
く
の
資
格
者
で
チ
ー
ム

医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
今
回
は
、臨
床
工
学
技
士
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

臨
床
工
学
技
士
は
、チ
ー
ム
医

療
の
一
員
で
す
。し
か
し
、臨
床
工

学
技
士
と
い
う
職
種
の
人
が
、病

院
・ク
リ
ニ
ッ
ク
で
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。な
ぜ
な
ら
、臨
床
工
学
技
士
の

国
家
資
格
が
誕
生
し
て
か
ら
30
年

余
り
と
歴
史
が
浅
く
、医
療
の
世

界
で
は
新
参
者
だ
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、臨
床
工
学
技
士
が
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
理
由
は
、皆

さ
ん
が
体
調
不
良
に
な
り
病
院
へ

行
っ
て
も
、め
っ
た
に
遭
遇
し
な
い

存
在
だ
か
ら
で
す
。
普
段
、風
邪

や
腹
痛
な
ど
で
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
通
院
さ
れ
た
時
、医
師
・
看

護
師
・
薬
剤
師
・
放
射
線
技
師
な

ど
と
遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、臨
床
工
学
技
士
と
遭
遇
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
状
が
重

篤
化
し
た
場
合
に
関
わ
る
仕
事
だ

か
ら
で
す
。
病
院
の
中
の
集
中
治

療
室
や
手
術
室
、透
析
室
な
ど
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
治
療
室
と
は
、よ
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
生
命
の
危
機
に

あ
る
方
が
入
る
、特
別
な
医
療
体

制
を
も
っ
た
病
院
内
の
施
設
の
一

種
で
す
。
呼
吸
、循
環
、代
謝
、そ

の
他
の
重
篤
な
急
性
機
能
不
全

の
患
者
を
24
時
間
体
制
で
管
理

し
、よ
り
効
果
的
な
治
療
を
施
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
臨

床
工
学
技
士
は
、集
中
治
療
室
の

中
で
、重
篤
な
急
性
機
能
不
全
と

な
っ
た
患
者
の
治
療
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　

手
術
室
で
は
、多
く
の
外
科
的

手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
中
で

も
、心
臓
手
術
な
ど
で
は
臨
床
工

学
技
士
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

医
療
職
種
で
す
。心
臓
手
術
の
時

に
、心
臓
を
止
め
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
が
、心
臓
が
止
ま
る
と
人

間
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
心
臓
を
止
め
て
い
る
間
、医
療

機
器
で
生
命
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
の
医
療
機
器
を

人
工
心
肺
装
置
と
言
い
ま
す
。こ

の
機
器
は
、操
作
が
複
雑
で
、慣
れ

て
い
な
い
と
医
師
で
も
操
作
が
難

し
い
機
器
で
す
。
以
前
、東
京
女

子
医
科
大
学
病
院
で
行
わ
れ
た

12
歳
の
女
の
子
の
心
臓
手
術
の
時

に
、人
工
心
肺
装
置
を
医
師
だ
け

で
操
作
し
て
、死
亡
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
の
命
を

救
う
医
療
行
為
が
人
の
命
を
奪
っ

て
し
ま
っ
た
、と
て
も
悲
し
い
医
療

事
故
で
す
。事
故
調
査
委
員
会
か

ら
の
報
告
に
、こ
の
事
故
は
、臨
床

臨床工学技士は、
何をする人か知っていますか？

中部大学 生命健康科学部 臨床工学科 教授 武田 明
たけ だ      あきら

8
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工
学
技
士
が
心
臓
手
術
に
参
加

し
て
チ
ー
ム
医
療
を
し
て
い
れ
ば
、

防
げ
た
可
能
性
が
高
い
と
あ
り
ま

し
た
。

　

透
析
室
で
は
、腎
臓
が
機
能
し

な
く
な
っ
た
患
者
が
、1
回
4
～

5
時
間
の
血
液
透
析
治
療
を
週

3
回
行
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技

士
は
、患
者
に
2
本
の
針
を
穿
刺

し
、機
械
の
操
作
も
含
め
治
療
に

当
た
り
ま
す
。

　

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療

機
器
が
無
い
と
高
度
な
医
療
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
医
療
機
器

は
、電
気
で
稼
働
し
ま
す
。
別
の

言
い
方
を
す
る
と
、病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
、電
気
で
動
く
医
療

機
器
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
医
療
資
格
者
は
、養
成
校

で
医
学
に
つ
い
て
4
～
6
年
間
勉

強
し
て
き
て
い
る
の
に
、工
学（
電

気
）に
つ
い
て
の
勉
強
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
医
療
資
格
者
で
唯
一
、

医
学
と
工
学（
電
気
）を
勉
強
し

て
い
る
の
は
、臨
床
工
学
技
士
し

か
い
な
い
の
で
す
。
臨
床
工
学
技

士
は
、世
界
で
見
て
も
珍
し
く
、

日
本
に
し
か
な
い
医
療
職
種
で
、

clinical engineer

を
略
し
て

C
E
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
い
の
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
益
々
、高
度
化
す

る
医
療
機
器
の
操
作
や
管
理
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、残
念

な
が
ら
全
て
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
臨
床
工
学
技
士
が
働
い
て
い

る
と
は
限
ら
ず
、ま
だ
ま
だ
臨
床

工
学
技
士
の
不
足
が
解
消
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ら
、臨
床
工
学
技
士
の
求
人
は

沢
山
あ
る
の
で
す
が
、高
校
生
の

将
来
に
就
き
た
い
職
種
に
含
ま
れ

る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、養
成
校

に
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
数
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。高
校
の
進
路

指
導
の
先
生
に
、生
徒
か
ら
進
路

相
談
が
あ
っ
て
も
、臨
床
工
学
技

士
を
知
ら
な
い
先
生
が
多
く
、積

極
的
に
臨
床
工
学
技
士
へ
の
道
を

勧
め
ま
せ
ん
。ゆ
え
に
、臨
床
工

学
技
士
の
な
り
手
が
多
く
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

中
部
大
学
生
命
健
康
科
学
部

臨
床
工
学
科
は
、多
く
の
臨
床
工

学
技
士
を
世
の
中（
医
療
現
場
）

に
輩
出
し
て
行
く
責
務
を
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、医
療

の
質
が
向
上
し
、自
分
が
安
心
し

て
掛
か
れ
る
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
増
え
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
お

り
ま
す
。
身
近
な
若
者
が
将
来

の
職
業
選
択
に
迷
っ
て
い
ま
し
た

ら
、臨
床
工
学
技
士
と
い
う
資
格

が
あ
る
こ
と
を
是
非
ご
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■臨床工学科の実習室は、実際の医療現場で使用する最新装置が揃った理想的な環境

人工心肺装置 人工呼吸装置 血液透析装置
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1
9
2
0
年
代
か
ら
1
9
3
0
年
代

の
ア
メ
リ
カ
が
対
象
で
す
。
1
9
2
0
年

代
の
ア
メ
リ
カ
は
、生
活
が
ど
ん
ど
ん
豊
か

に
な
っ
て
大
衆
文
化
が
花
開
い
た
時
代
で

し
た
。
人
び
と
は
映
画
鑑
賞
や
大
リ
ー
グ

の
試
合
鑑
賞
を
楽
し
み
、女
性
は
社
会
に

進
出
。現
在
、私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

家
庭
用
電
化
製
品
の
ル
ー
ツ
が
生
ま
れ
た

の
も
、そ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、ご
存
じ
の
よ
う
に
1
9
2
9
年
10
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
証
券
取
引
所
で
起
き
た
株

の
大
暴
落
が
引
き
金
と
な
っ
て
世
界
大
恐

慌
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
華
や
か
な
時
代

アメリカを見れば、10年後の日本の姿が見えると言われています。

2020年の東京オリンピックを前に、その経済効果が期待される一方で、

国民の所得格差は広がり、子どもの貧困や高齢社会への手当てが叫ばれる日本。

一歩先を歩むアメリカの過去と現在から学ぶべきこととは何でしょうか。

アメリカの経済政策に詳しい、国際関係学部長の河内教授にお聞きしました。

今
回
の
テ
ー
マ

国際関係学部 学部長
大学院国際人間学研究科
  か わうち        の ぶ ゆ き

河内 信幸教授
金沢大学法学部卒業、立教大学大
学院文学研究科博士課程満期退
学。博士（文学）（金沢大学）。1997
年より中部大学に赴任。ハーバード
大学歴史学部客員研究員、オハイ
オ大学客員教授を務めた。2015年
より国際関係学部長。専門はアメ
リカ現代史、国際関係史。『ニュー
ディール体制論』など著書多数。

今 回 お 話 を 伺った 方―
先
生
の
ご
専
門
は
、

1
9
2
0
年
代
頃
の

ア
メ
リ
カ
と
の
こ
と
で
す
が
。

9

大
恐
慌
下
の

ア
メ
リ
カ
に
学
ぶ

危
機
の
時
代
の
生
き
方
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か
ら
一
気
に
不
景
気
の
ど
ん
底
状
態
へ
と

陥
っ
た
の
で
す
。こ
の
最
悪
の
経
済
危
機
に

直
面
し
て
、ア
メ
リ
カ
政
府
が
対
策
と
し

て
打
ち
出
し
た
の
が
、「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
」で
す
。私
は
、こ
の
大
恐
慌
時
代
の
ア
メ

リ
カ
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
研
究
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
は
、自
由
競
争
と

市
場
原
理
の
国
で
す
。歴
史
的
に
、政
府
が

経
済
に
規
制
や
統
制
を
加
え
る
こ
と
は
極

力
避
け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、大
恐
慌
時

代
は
景
気
回
復
の
見
込
み
が
立
た
な
か
っ

た
た
め
に
、ア
メ
リ
カ
政
府
は
競
争
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
法
律
や
組
織
を
つ
く
り
、市

場
に
介
入
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
自
由

放
任
主
義
的
な
ス
タ
ン
ス
か
ら
、は
じ
め
て

規
制
や
統
制
を
大
胆
に
強
化
す
る
経
済
政

策
を
取
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の
転
換

期
、そ
れ
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
時
代
で
す
。

　

現
在
で
は
、「
戦
争
が
な
け
れ
ば
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
」と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
す
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
1
9
3
0
年
代
の
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
体
制
下
で
、公
共
事
業
に
よ
る

雇
用
の
創
出
や
労
働
者
を
保
護
す
る
社

会
保
障
の
充
実
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
改
革
を
試
み
ま
し
た
が
、

1
9
3
0
年
代
末
、第
二
次
世
界
大
戦
の

勃
発
に
よ
り
軍
事
体
制
下
に
入
り
ま
し

た
。ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
よ
っ
て
整
え
ら

れ
た
労
働
体
制
は
、そ
の
ま
ま
戦
争
特
需

の
体
制
に
移
行
。
戦
時
経
済
は
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
に
回
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
大
国
と

な
り
、再
び
繁
栄
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
が
、実

は
政
策
と
し
て
の
効
果
は
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

現
在
で
は
す
っ
か
り
色
あ
せ
て
し
ま
い
、

か
な
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
し
か
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
1
9
8
0
年
代
、レ
ー
ガ
ン
大

統
領
は
、「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
」と
い
う
規
制

緩
和
を
進
め
ま
し
た
。ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

と
呼
ば
れ
る
新
自
由
主
義
的
な
政
策
で
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
考
え
方
を
否
定
し
た
も

の
で
す
。つ
ま
り
、自
由
競
争
や
市
場
原
理

を
強
化
す
る
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
競
争

に
は
必
ず
勝
ち
組
と
負
け
組
が
発
生
し
ま

す
。結
果
と
し
て
、勝
ち
組
は
ど
ん
ど
ん
豊

か
に
な
り
、負
け
組
は
失
業
す
る
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
一

番
の
問
題
は
、競
争
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ

た
社
会
的
弱
者
が
見
過
ご
さ
れ
、社
会
福

祉
や
社
会
保
障
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
で
す
。し
か
も
、自
由
競
争
や
市
場

原
理
が
行
き
過
ぎ
た
結
果
、2
0
0
8
年

9
月
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
が
あ

り
、シ
ョ
ッ
ク
が
広
が
っ
て
世
界
的
な
同
時

不
況
に
波
及
し
ま
し
た
。

　
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
」で
す
ね
。
大

企
業
を
支
援
す
る
政
策
を
進
め
れ
ば
、利

益
が
し
た
た
り
落
ち
て
中
小
企
業
に
も
富

が
波
及
す
る
と
い
う
仮
説
で
す
。し
か
し
、

こ
の
考
え
方
は
、大
企
業
優
位
の
目
線
で

あ
り
、「
強
者
の
論
理
」だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、研
究
を
通
し
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
は「
弱
者
を
見
つ
め

た
政
策
」だ
と
感
じ
ま
す
。経
済
政
策
は
、

経
済
に
働
き
か
け
て
は
い
て
も
、ダ
イ
レ
ク

ト
に
人
の
生
活
や
人
生
に
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
も
の
で
あ
る
が
た
め
に
、ど
ん
な
政

策
も
人
の
生
活
が
重
視
さ
れ
て
い
る
も
の

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。大
企
業
を
も
っ

と
大
企
業
に
す
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
れ

ば
、統
計
上
は
G
D
P
が
増
大
し
、数
字
の

上
で
は
早
く
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の
統
計
の
陰
に
は
、

泣
い
て
い
る
人
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が

必
ず
い
る
は
ず
で
す
。
社
会
の
大
部
分
を

構
成
し
て
い
る
の
は
中
間
層
以
下
を
占
め

る
人
な
の
で
す
か
ら
、大
多
数
に
及
ぼ
す

影
響
を
明
ら
か
に
で
き
る
研
究
を
も
っ
と

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
部
大
学
の
国
際
関
係
学
部
は
、そ
の

よ
う
な
研
究
の
場
と
し
て
、非
常
に
フ
ィ
ッ

―
大
企
業
が
豊
か
に
な
れ
ば

社
会
全
体
が
潤
う
と
い
う

見
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。

―
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
も
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の

考
え
方
は
生
き
て
い
ま
す
か
？

―
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
は

成
功
し
た
と

言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

どんな政策も、

人の生活が

重視されなくては

ならない。
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ト
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
は
、ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
と
い
う
経
済
政
策
に
、人
間

の
姿
や
人
生
、生
活
と
い
う
歴
史
の
目
線

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。学
生
た
ち
に
も
、専
門
的
な
勉
強

を
進
め
な
が
ら
、専
門
外
の
目
を
自
分
な

り
に
養
い
、視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
世
界
は
対
立
と
分
裂
の
時

代
を
歩
む
の
か
、安
全
と
協
調
の
時
代
を

目
指
す
の
か
と
考
え
た
時
、今
の
流
れ
は

ど
う
見
て
も
対
立
が
強
ま
り
、ど
の
国
も

汲
々
と
し
て
い
く
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。世

界
の
覇
権
を
主
張
す
る
国
が
続
々
と
そ
の

力
を
誇
示
し
出
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
軍

事
力
強
化
、北
朝
鮮
の
核
・ミ
サ
イ
ル
開
発
、

ロ
シ
ア
も
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
強
硬

な
態
度
が
目
立
ち
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中

で
、ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕

生
し
ま
し
た
。こ
の
状
態
は
、先
進
国
が
植

民
地
を
求
め
て
世
界
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
帝
国
主
義

の
時
代
、そ
し
て
、第
一
次
世
界
大
戦
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
歴
史
に
非
常
に
よ
く
似
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、現
代
は
危
機
の
時
代
で

す
。し
か
し
、私
た
ち
は
豊
か
さ
を
経
験
し

て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、深
刻
に
な
ら
な
く

て
も
何
と
か
な
る
の
で
は
と
い
う
深
層
心

理
の
中
の
安
心
感
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
と
し
て
の
生
き
方
は
、危
機
の
時
代

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
強
く
問
わ
れ
ま
す
。

1
9
3
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
も
、繁
栄
の

時
代
か
ら
急
転
直
下
し
て
景
気
が
大
き
く

落
ち
込
み
生
活
が
暗
く
貧
し
く
な
っ
て
い

く
時
代
に
、自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
し
、

見
つ
け
た
人
た
ち
が
多
く
活
躍
し
ま
し

た
。
生
き
が
い
や
手
応
え
の
あ
る
人
生
を

送
る
た
め
に
、働
く
企
業
の
大
き
さ
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、自
分
の
仕
事
の

成
果
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
見
え
や
す
い
中
小

企
業
の
方
が
手
応
え
を
感
じ
や
す
い
と
も

言
え
ま
す
。
ま
た
、地
域
に
根
差
し
た
特

徴
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
や
販
売
戦
略
と
い
う

独
自
の
魅
力
も
備
え
て
い
ま
す
。
多
く
の

学
生
は
就
職
先
と
し
て
大
企
業
に
目
を
向

け
が
ち
で
す
が
、歴
史
が
証
明
し
て
い
る
よ

う
に
大
企
業
で
あ
っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い
リ

ス
ク
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、多
く
の
人
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
働

い
て
い
け
る
よ
う
な
世
の
中
を
目
指
し
た

い
で
す
ね
。

河内信幸先生の

　この 本は、フレデリック・アレンが
1931年に出版した処女作であり、ア
メリカで大ベストセラーになった。扱わ
れている内容は1920年代のアメリカ
社会であり、ほんの昨日のことを同時
代の社会史として描いたものである。
　1920年代のアメリカは経済の大
繁栄期であり、株価はうなぎのぼりと
なり、巷では断髪や短いスカートのフ
ラッパー娘、自動車やラジオに魅せら
れた人々があふれ、新 聞にはスキャ
ンダルやギャングなどが記事をにぎわ
した。しかし、こうした華やかなアメリ
カ社 会は、1 9 2 9 年 1 0月2 4日の暗
黒の木曜日（ブラック・サーズディ）に
株価が暴落し、1930年代は未曽有
の大恐慌へと落ち込んでいった。そし
て、経 済 危 機が多くの人々の生 活と
人生を変えてしまい、ついに1930代
後半には戦争への足音が高まってい
くのである。

―
厳
し
い
時
代
の
流
れ
を
前
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「オンリー・イエスタデイ　
         ―1920年代・アメリカ」
　F・L・アレン著、藤久ミネ訳
　筑摩書房、1986年

―
経
済
に
歴
史
学
の

視
点
を
加
え
て
見
る
こ
と
が

大
切
な
ん
で
す
ね
。
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貿
易
の
最
前
線
で
あ
る
港
。中
で
も
貨

物
取
扱
高
15
年
連
続
日
本
一
と
い
う
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
名
古
屋
港
。そ
こ
で

の
港
湾
物
流
が
、ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
支
え
る
こ
と
が
当
社
の
役
割
で
す
。

1
9
4
9
年
、荷
役
用
資
材
を
賃
貸
す
る

会
社
と
し
て
創
業
し
、そ
の
後
の
当
社
の

発
展
は
港
湾
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。船
舶
の
大
型
化

や
荷
役
業
務
の
機
械
化
・
I
T
化
な
ど
、

港
が
発
展
し
て
い
く
と
同
時
に
、当
社
も

新
し
い
発
想
で
柔
軟
に
対
応
し
て
き
ま
し

た
。海
上
コ
ン
テ
ナ
が
主
流
に
な
れ
ば
コ
ン

テ
ナ
の
修
理
や
洗
浄
を
行
い
、巨
大
な
ク

レ
ー
ン
が
港
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、ク
レ
ー
ン

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
全
面
的
に
引
き
受
け

る
。今
は
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
穀
物
サ

イ
ロ
の
設
計・施
工
ま
で
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
言
わ
ば
裏
方
で
す
。

し
か
し
お
客
様
の
荷
役
事
業
を
支
え
る

こ
と
は
、そ
の
先
の
生
活
者
を
支
え
る
こ

と
。広
い
目
で
見
れ
ば
経
済
活
動
を
根
底

で
支
え
る
と
い
う
仕
事
に
、社
員
一
同
が

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

当
社
の
事
業
の
一
つ
に
、輸
入
植
物
と

と
も
に
入
っ
て
く
る
病
害
虫
を
駆
除
し
、

そ
の
蔓
延
を
防
止
す
る「
植
物
検
疫
燻
蒸
」

と
呼
ば
れ
る
業
務
が
あ
り
ま
す
。こ
の
燻

蒸
処
理
が
で
き
る
の
は
、東
海
地
区
で
は

当
社
の
み
。ま
た
こ
の
技
術
を
応
用
し
て
、

現
在
で
は
物
流
倉
庫
や
病
院
、飲
食
店
な

ど
の
総
合
衛
生
管
理
を
事
業
と
す
る
子

会
社
、中
部
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を

設
立
し
防
除
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
会
社
に
所
属
し
、港
湾
エ
リ

ア
の
物
流
倉
庫
や
食
品
工
場
の
有
害
生

物
防
除
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。簡
単
に
言

う
と
、流
通
前
の
食
品
原
料
に
対
す
る

害
虫
駆
除
と
保
管
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

お
客
様
の
施
設
を
訪
問
・
点
検
し
、生
物

等
か
ら
受
け
る
被
害
や
さ
ま
ざ
ま
な
困

り
ご
と
に
対
し
て
、日
々
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
て
い
ま
す
。学
生
時
代
の
研
究
を
通

し
て
身
に
つ
け
た
調
査
手
法
の
基
本
を

生
か
し
て
、今
は
社
内
の
研
究
会
に
も
参

加
。お
客
様
の
課
題
解
決
の
た
め
の
新
た

な
対
策
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

ゆ
く
ゆ
く
は
製
品
化
ま
で
も
実
現
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中部環境サービス株式会社
営業第一部
中部大学 
応用生物学部 環境生物科学科
2009年度卒業

   すが や          ゆうたろう

菅谷 侑太郎さん

幸友会会員企業を
訪ねて

会員企業の魅力とともに、中部大学卒業生を

紹介する「幸友会会員企業を訪ねて」。現在活

躍中のOBに、会社の特徴とご自身の仕事への

想いを語っていただきました。

専
門
技
術
を

駆
使
し
た
サ
ー
ビ
ス
で

港
湾
の
物
流
を
支
え
、

暮
ら
し
を
守
る
。

お
客
様
の
困
り
ご
と
は

多
種
多
様
。

あ
ら
ゆ
る
相
談
に

真
摯
に
向
き
合
う
。

安全かつ効率的に
港の業務を
サポートしています。

巨大なガントリークレーンの
メンテナンスは
東海地区シェア100％。

［住所］〒455-0032 名古屋市港区入船二丁目4番31号

［電話］052-661-7231（代表）

［代表取締役社長］大杉 誠 ［創業］1949年10月1日

http://www.chubushizai.co.jp/

事業内容
● 港湾荷役搬送機械メンテナンス ● 穀物サイロ等プラント設計・施工 
● 海上コンテナ修理・洗浄・改造販売 ● 総合衛生管理（有害生物防除） 
●自動車・建設機械等整備 ● 植物検疫防除・文化財保存 ● 石油販売 ● 塗料販売 
● 廃棄物の収集運搬 ●ビルメンテナンス　など

中部資材株式会社
FILE 01

会 員 企 業 紹 介

く
ん
じ
ょ
う
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当
社
は
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト（
P
C
）を
使
っ
た
工
事
と
、擁

壁
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
基
礎
な
ど
の
各
種

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
製
造
を
事

業
の
柱
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
総
合
メ
ー

カ
ー
で
す
。P
C
と
は
、一
般
的
に
引
張

力
に
弱
い
と
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
弱

点
を
克
服
し
た
材
料
で
、数
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
材
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
材
料

の
一
つ
で
す
。長
年
に
亘
り
こ
の
P
C
を

活
用
し
て
、橋
梁
や
タ
ン
ク
、防
災
構
造

物
の
設
計
・
製
造
・
施
工
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。ま
た
、当
社
は
早
く
か
ら
P
C
の

技
術
を
活
用
し
て
、あ
ら
か
じ
め
工
場

で
製
造
し
た
製
品
を
現
場
に
運
搬
し
て

組
み
立
て
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。な
か

で
も
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
や
水
路
と
し
て
使
用

さ
れ
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
な
ど
の
大

型
の
製
品
は
当
社
の
得
意
分
野
で
す
。

現
在
で
は
、全
国
に
9
工
場
を
展
開
し
、

工
事
現
場
に
効
率
的
に
供
給
で
き
る
体

制
を
確
立
。安
定
し
た
高
い
品
質
を
実

現
し
な
が
ら
、工
期
短
縮
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
や

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
需
要

は
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。し
か
し
一
方

で
、労
働
力
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少

に
よ
り
土
木
・
建
設
業
界
で
は
人
手
不
足

が
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
当
社

は
近
年
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
大
型
化

と
と
も
に
、現
場
で
打
設
し
て
い
た
も
の

を
可
能
な
限
り
工
場
で
製
造
し
て
い
く

な
ど
、人
手
不
足
に
対
応
す
る
動
き
を

進
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、地
上
の
構

造
物
を
地
中
化
す
る
動
き
や
、開
業
か

ら
半
世
紀
を
迎
え
た
高
速
道
路
の
大
規

模
改
修
の
計
画
は
当
社
に
と
っ
て
も
追
い

風
で
す
。こ
の
よ
う
に
新
た
な
建
築
製
品

の
ニ
ー
ズ
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
保

守
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
今
後
も
増
え
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。当
社
に
は
、標

準
化
さ
れ
て
い
な
い
製
品
や
特
殊
な
形

状
な
ど
を
開
発
・
設
計
で
き
る
高
い
技
術

力
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
多
種
多

様
な
自
社
設
計
の
製
品
を
手
掛
け
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、後
世
に
誇
れ

る
モ
ノ
を
つ
く
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

昭和コンクリート工業株式会社
常務取締役 製造部長 
経営企画部兼務
中部工業大学 
工学部 土木工学科
1981年度卒業

昭和コンクリート工業株式会社
営業本部 技術設計部 
東京設計課
中部大学 
工学部 都市建設工学科
2009年度卒業

   たかい        よしの ぶ

高井 義信さん

  おかもと      ひであき

岡本 英朗さん

開
発・設
計
か
ら

製
造・工
事
ま
で
担
う

コ
ン
ク
リ
ー
ト

総
合
企
業
。

高
い
技
術
力
で
、

後
世
に
誇
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

を
つ
く
り
続
け
る
。

［住所］〒500-8703 岐阜県岐阜市香蘭1-1 

［電話］058-255-3333（本社）

［代表取締役社長］村瀬 大一郎 

［創業］1954年7月10日

http://www.showa-con.co.jp/

事業内容
⃝プレストレストコンクリート橋梁・防災構造物の設計・製作・施工 
⃝土木用コンクリート二次製品の設計・開発・製造・販売・施工 
⃝建築用コンクリート部材の設計・製造・販売・施工 
⃝コンクリート構造物の補修・補強・メンテナンス維持管理 
⃝公共施設の運営・管理に関する受託業務

昭和コンクリート工業株式会社
FILE 02

ループアーチ

下硯川高架橋
ボックン

エルル
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掲載企業大募集！
中部大学幸友会会報誌幸友Vol.21は2018年10月末日発行予定です。ただいま、次号の
掲載企業を募集中。他にはない独自の技術を持つ会社、アピールしたい魅力のある会社を
紹介していきたいと考えています。「我こそは」という会員企業は、ぜひご応募ください。

中部大学幸友会事務局

（0568）51-4740（直通）

お問い合わせ・お申し込み先

電 話

　

当
社
は
、住
ま
い
の
外
部
空
間
を
美
し

く
彩
る
た
め
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア
と
ガ
ー
デ

ン
資
材
の
卸
販
売
を
行
う
専
門
商
社
で

す
。た
だ
し
、商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。商
品
を
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、工
場
見
学
や
セ
ミ
ナ
ー
、

展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
商

品
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、商
品
と

施
工
を
セ
ッ
ト
で
販
売
す
る
こ
と
が
当
社

の
強
み
。各
営
業
所
に
専
属
の「
ユ
ニ
ッ
ト

ビ
ル
ダ
ー
」と
呼
ば
れ
る
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工

事
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
配
置
し
、確
か

な
技
術
と
品
質
で
安
心
・
安
全
な
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、全
国
36
社
で
構
成

さ
れ
る
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
」を

ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。大
手
メ
ー
カ
ー

の
量
産
品
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提
案
で
、本
物
志
向
の

商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
社
は
、こ

れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、『
新
市
場

を
創
造
し
続
け
る
独
創
的
企
業
と
し
て
、

エ
ク
ス
テ
リ
ア
東
海
地
区
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

企
業
』を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

8
月
ま
で
私
は
営
業
部
長
と
い
う
立

場
で
営
業
所
を
統
括
し
つ
つ
、得
意
先
様

へ
の
訪
問
活
動
も
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と

と
も
に
、要
望
や
困
り
ご
と
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、我
々
に
で
き
る
こ
と
を
担
当
営
業

マ
ン
と
考
え
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
9
月
、営
業
開
発
部
長
に
就

任
。こ
れ
ま
で
着
手
で
き
な
か
っ
た
大
手
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
の
関
係
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、立
場
は
変
わ
っ
て

も
や
は
り
人
の
喜
ぶ
笑
顔
が
一
番
の
活
力

で
す
。た
と
え
ば
得
意
先
様
と
と
も
に
住

ま
わ
れ
る
方
の
満
足
の
行
く
暮
ら
し
を

創
造
で
き
た
時
、す
な
わ
ち
現
場
が
完
成

し
た
時
の
施
主
様
の
笑
顔
。若
手
社
員
が

苦
労
し
な
が
ら
も
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂

げ
た
時
の
達
成
感
か
ら
生
ま
れ
る
笑
顔
。

皆
で
取
り
組
ん
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

た
喜
び
か
ら
く
る
笑
顔
。こ
れ
ら
の
笑
顔

を
見
ら
れ
た
時
に
自
分
の
存
在
意
義
を

実
感
で
き
ま
す
。営
業
の
醍
醐
味
は
お

客
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
。今
後
も

お
客
様
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
功
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

株式会社ワンデックス
執行役員 営業開発部長
中部大学 
経営情報学部 経営情報学科
1995年度卒業

   あらき         しんご

荒木 新吾さん

東
海
地
区

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

エ
ク
ス
テ
リ
ア
総
合
商
社

を
目
指
し
て
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

活
力
に
し
て

お
客
様
の
成
長
や

成
功
に
貢
献
す
る
。

［住所］〒486-0812 春日井市大泉寺町大池下443-145

［電話］0568-89-3355（代表）

［代表取締役社長］南 史朗 ［創業］1970年4月

http://www.onedex.co.jp/

事業内容
●エクステリア製品の卸販売、施工
●ガーデニング資材・造園資材の卸販売
● 建築金物資材の卸販売

株式会社ワンデックス
FILE 03

テラスやバルコニー、カーポートなど、
さまざまなご要望にお応えします。

確かな技術と品質で
高い施工力を発揮する

「ユニットビルダー」。
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「
中
部
大
学
の
発
展
と
会
員
企
業
の
発
展

を
と
も
に
同
期
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
い
う
松

尾
隆
徳
会
長
に
よ
る
挨
拶
か
ら
、第
29
期
の

幸
友
会
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
続
く
飯

吉
厚
夫
名
誉
会
長
か
ら
は
、近
況
報
告
と
し

て
、石
原
修
前
副
学
長
が
新
学
長
に
就
任
さ

れ
た
こ
と
、来
年
の
4
月
、工
学
部
に
宇
宙
航

空
理
工
学
科
を
開
設
す
る
こ
と
、ま
た
、中

部
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活
動
に
つ
い
て

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、経
済
産
業
省
中
部
経
済
産
業
局

長
の
波
多
野
淳
彦
氏
、幸
友
会
顧
問
の
伊
藤

太
春
日
井
市
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
、ご
来

賓
の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は

松
尾
会
長
が
議
長
を
務
め
、議
事
を
進
行
。

第
28
期
の
事
業
報
告
と
収
支
報
告
、第
29
期

の
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
が
審
議
さ

れ
、皆
さ
ま
の
拍
手
を
も
っ
て
無
事
承
認
。最

後
に
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
、総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、M
R
J（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
）の
開
発
を
指
揮
し
た
三
菱
航

空
機
株
式
会
社
の
元
社
長
で
、現
在
は
三
菱

重
工
業
株
式
会
社
顧
問
の
江
川
豪
雄
氏
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
。「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
の

未
来
を
考
え
る
」～
M
R
J
の
挑
戦
～
と
題

し
て
、航
空
機
産
業
の
現
状
や
M
R
J
の
開

発
、初
飛
行
の
様
子
な
ど
と
合
わ
せ
て
、日
本

の
製
造
業
が
永
続
し
て
い
く
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
等
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

冒
頭
に
石
原
修
学
長
が
挨
拶
に
立
ち
、あ
ら

た
め
て
来
年
開
設
予
定
の
宇
宙
航
空
理
工

学
科
を
ご
紹
介
。そ
の
後
、服
部
正
樹
豊
山

町
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
会
は
ス
タ
ー

ト
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、会
員
企

業
と
大
学
の
参
加
者
が
親
睦
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

平
成
29
年
4
月
26
日（
水
）、名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
・

バ
ロ
ッ
ク
の
間
に
て
、「
第
29
期
中
部
大
学
幸
友
会
総

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
は
、学
園
創
立

80
周
年
と
幸
友
会
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
節
目
の

期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、学
科
新
設
の
ニ
ュ
ー
ス
も
相

ま
っ
て
、来
年
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を

確
か
め
合
う
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

節
目
の
年
を
目
前
に
控
え
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
誓
い
合
う
。

大学の近況を報告する飯吉名誉会長。

中部大学
幸友会総会報告
第29期
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■総会（午後4時00分〜）
開会
会長あいさつ
名誉会長・理事長あいさつ
議事：第1号議案 第28期事業報告
　　 第2号議案 第28期収支報告（会計監査報告）
　　 第3号議案 第29期事業計画（案）
　　 第4号議案 第29期収支予算（案）

■講演会（午後4時50分〜）
［演題］「モノづくり日本の未来を考える」～MRJの挑戦～
［講師］三菱重工業株式会社 交通・輸送ドメイン 顧問 
        江川 豪雄氏

■懇親会（午後6時20分〜）

春日井商工会議所 専務理事 山田 真平

サンワテクノス株式会社 代表取締役社長 山本　 勢

高砂熱学工業株式会社 名古屋支店 常務執行役員支店長 安原 晴敏

丸善雄松堂株式会社 名古屋支店長 今井 敏之

株式会社名鉄百貨店 取締役社長 黒野 友之
 （敬称略）

〈理事〉

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.

総会・役員会の開催
学術文化興隆のための事業として講演会、研修講座の開催と中部大学公開講座の後援及び中部大学キャンパスコンサートへの協力
学園が行う地域交流を支援、促進するための事業
2018企業ガイド・幸友会就職ナビの作成及び中部大学学内企業説明会協賛
会員相互の親睦と啓発のための事業
産学官連携協力事業
幸友会会報「幸友」の発刊
中部大学主催講演会・講座・研究発表会等の案内及び中部大学定期刊行物等の配布
学園が行う“人間力を高める教育”を支援するための事業
その他（本会の趣旨に即する事業・功績への協力）

第87回常任理事会開催（名古屋東急ホテル）

第88回常任理事会、第28期役員会、総会、講演会、
懇親会開催（名古屋東急ホテル）

第80回中部大学キャンパスコンサート 後援
「林 智之・臼木 麻弥ヴァイオリン＆
  ヴィオラ デュオリサイタル」（三浦幸平メモリアルホール）

学内企業説明会（平成29年3月卒業予定者対象） 
協賛（三浦幸平メモリアルホール）

経営総合学科・国際学科開設記念講演会 後援

中部大学幸友会会員名簿発行 会員に配布

第12回中部大学フェア 協賛（中部大学）

学内企業説明会（平成29年3月卒業予定者対象） 
協賛（三浦幸平メモリアルホール）

キャリア形成支援プログラム 
幸友会プレゼンツ「技マルシェ」開催（中部大学）

第89回常任理事会 開催（名古屋東急ホテル）

2017企業ガイド・就職ナビ掲載案内発送
幸友会法人会員にご案内

不言実行館～ACTIVE PLAZA～へ「幸友Library」を寄贈

中部大学幸友会会報「幸友」Vol.19発行 会員に配布

2016第13回中部大学音楽祭 後援（春日井市民会館）

追加求人情報ガイダンス（平成29年3月卒業予定者対象）
開催

学生向け幸友会案内誌「はたらくVOICE FILE」Vol.5 発行

第81回中部大学キャンパスコンサート 後援
「百々あずさソプラノリサイタル」（三浦幸平メモリアルホール）

「2017企業ガイド」発刊・就職ナビの開設

学内企業説明会（平成30年3月卒業予定者対象） 
協賛（三浦幸平メモリアルホール）

中部大学幸友会 新役員プログラム

第29期 中部大学幸友会事業計画

第28期 中部大学幸友会事業報告（一部抜粋）

4月15日

4月27日

6月4日

6月27日～　
7月1日、4日

7月13日

7月27日

9月15日

10月3～4日、
   　6～7日　

10月11～
　　13日

10月24日

10月25日

10月

11月11日

12月11日

1月12日、
2月14、15日

2月

2月18日

3月1日

3月7～10日、
　 13～17日　

平成28年

平成29年

※所属・役職は総会当時のものです。
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ラ
イ
ト
兄
弟
が
有
人
動
力
飛
行
に
成
功

し
た
1
9
0
3
年
か
ら
僅
か
7
年
、日
本

で
も
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
購
入
し
た
飛

行
機
で
初
飛
行
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

1
9
1
9
年
、私
ど
も
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
が
名
古
屋
で
飛
行
機
製
造
に
着
手
す

る
と
、1
9
2
1
年
に
は
10
式
艦
上
戦
闘

機
の
初
飛
行
に
成
功
。1
9
3
9
年
に
な
る

と
三
菱
製
軍
用
機
を
改
造
し
た
国
産
飛
行

機「
ニ
ッ
ポ
ン
号
」が
、日
本
初
と
な
る
世
界
一

周
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、戦

前
の
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
並
ぶ

飛
行
機
製
造
王
国
で
し
た
。戦
前
の
三
菱
製

飛
行
機
で
最
も
有
名
な
の
は
、堀
越
二
郎
さ

ん
が
心
血
を
注
い
で
設
計
し
た
零
式
艦
上

戦
闘
機（
零
戦
）で
、1
万
機
以
上
が
製
造
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、終
戦
を
迎
え
る
と

G
H
Q
に
よ
っ
て
飛
行
機
製
造
が
禁
止
さ
れ

た
た
め
、日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
大

き
く
溝
を
開
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。そ
の
後
、日
本
航
空
機
製
造
株
式
会
社

が
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
製
造
を
始
め
た
も
の
の
、多

額
の
累
積
赤
字
で
製
造
が
中
止
さ
れ
る
と
、

日
本
の
航
空
機
産
業
に
50
年
の
空
白
が
生
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
空
白
を
乗
り

超
え
て
着
手
し
た
の
が
、私
ど
も
の
M
R
J

（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェッ
ト
）で
す
。

　

現
代
の
航
空
機
産
業
は
、大
型
機
で
ハ
ブ

空
港（
拠
点
空
港
）を
移
動
し
、そ
こ
で
小

型
機
に
乗
り
換
え
て
各
都
市
の
空
港
へ
と
行

く“

ハ
ブ・ア
ン
ド・ス
ポ
ー
ク”

の
考
え
で
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。自
転
車
の
車
輪
の
中
心
部

に
あ
る
ハ
ブ（
車
軸
）と
、そ
こ
か
ら
放
射
状

に
車
輪
へ
と
伸
び
て
い
く
ス
ポ
ー
ク（
輻
）の

形
状
に
似
て
い
る
こ
と
が“

ハ
ブ・ア
ン
ド
・ス

ポ
ー
ク”

と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。ハ
ブ
空

港
間
を
結
ぶ
大
型
機
は
、ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー

イ
ン
グ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ア
バ
ス
が
独
占
し
、

ス
ポ
ー
ク
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
ブ
ラ
ジ

ル
、カ
ナ
ダ
、ロ
シ
ア
、中
国
の
飛
行
機
で
す
。

こ
こ
に
日
本
の
M
R
J
が
加
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。日
本
の
航
空
機
産
業
の
現
状
は
、

ボ
ー
イ
ン
グ
や
エ
ア
バ
ス
な
ど
の
海
外
完
成
機

メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
が
中
心
で
す
。
我
々
の

よ
う
な
第
一
次
下
請
け
を
加
工
・
組
立
メ
ー

カ
ー
が
支
え
、さ
ら
に
材
料
・工
作
機
械
メ
ー

カ
ー・
他
産
業
が
支
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。産
業
規
模
は
約
1
・
9
兆
円
で
、一
般
機

械
、鉄
鋼
、家
電
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、造
船
よ

り
も
小
さ
く
、約
53
兆
円
の
自
動
車
と
は
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
海
外
の
航
空
機

産
業
規
模
を
見
て
み
る
と
、ト
ッ
プ
は
ア
メ
リ

カ
で
22
兆
円
、フ
ラ
ン
ス・
イ
ギ
リ
ス・
ド
イ
ツ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
4
～
7
兆
円
、カ
ナ
ダ
が

2
・
7
兆
円
で
す
。日
本
の
約

1
・
9
兆
円
は
先
進
国
の
中

で
は
見
劣
り
す
る
も
の
の
、

決
し
て
小
さ
な
数
字
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
数
字

の
約
半
分
を
中
部
地
区

が
占
め
て
お
り
、日
本

の
航
空
宇
宙
産
業
の

中
心
は
間
違
い
な
く

中
部
地
区
に
あ
る
こ

と
が
言
え
ま
す
。
し

か
し
、同
じ
一
次
下
請

け
を
担
う
途
上
国
や
新

興
国
の
メ
ー
カ
ー
が
徐
々
に
数
字
を
押
し
上

げ
て
き
て
い
る
た
め
、現
状
の
数
字
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に

も
、私
た
ち
は
完
成
機
メ
ー
カ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
行
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。ま
た
、そ

れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

飛
行
機
の
歴
史

下
請
け
か
ら

完
成
機
メ
ー
カ
ー
へ

「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
の
未
来
を
考
え
る
」

 

～
M
R
J
の
挑
戦
～

     

え
が
わ             

ひ
で
お

江
川 

豪
雄
氏

三
菱
重
工
業
株
式
会
社 

交
通・輸
送
ド
メ
イ
ン 

顧
問

講 師

写真提供：三菱航空機株式会社

第29期
総会講演ダイジェスト 日時：2017年4月26日（水）16時50分〜会場：名古屋東急ホテル 3階
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さ
っ
た
各
メ
ー
カ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
新
規

雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が
り
、産
業
全
体
が

成
長
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

M
R
J
は
ラ
イ
バ
ル
機
に
比
べ
騒
音
域
が

40
％
以
上
小
さ
く
、C
O
2
発
生
量
も
20
％

以
上
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。空
港
周
辺
に

迷
惑
を
掛
け
る
度
合
い
が
低
く
、騒
音
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
空
港
使
用
料
が
高
く
な
っ
て

い
く
今
後
を
考
え
る
と
経
済
的
で
す
。
ま

た
、C
O
2
発
生
量
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

環
境
へ
の
寄
与
が
大
き
く
、エ
ン
ジ
ン
効
率
と

燃
費
の
良
さ
に
も
つ
な
が
る
た
め
、「
環
境
適

合
性
」と「
経
済
性
」に
優
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。さ
ら
に
、M
R
J
は
客
室
の
天
井
が

高
く
、最
新
の
飛
行
機
と
同
じ
椅
子
幅
で
、

荷
物
収
納
棚
も
大
き
い
と
いっ
た「
快
適
性
」

を
備
え
て
い
ま
す
。以
上
の
こ

と
か
ら
、セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
環

境
適
合
性
」「
経
済
性
」「
快

適
性
」を
打
ち
立
て
、直
接
エ

ア
ラ
イ
ン
へ
販
売
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
2
0
1
7
年

4
月
現
在
、基
本
合
意
を
い

た
だ
い
て
い
る
20
機
を
含
め
る

と
累
計
受
注
数
は
4
4
7
機

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
の
計

画
で
は
、2
0
1
3
年
後
期

に
初
号
機
を
納
入
す
る
予
定

で
し
た
が
、現
在
は
3
年
後
の

2
0
2
0
年
半
ば
の
納
入
を

目
指
し
、外
国
人
の
専
門
家
を

大
幅
に
雇
い
入
れ
る
な
ど
の
対

策
を
し
な
が
ら
、必
ず
や
り
遂
げ
る
と
決
心

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

部
品
調
達
や
契
約
交
渉
、カ
ス
タ
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
を
含
め
、製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
各

過
程
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
材
は
必
要
不
可
欠
で
す
。し
か
し
、

50
年
の
空
白
が
あ
る
日
本
の
航
空
機
産
業

は
、エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
け
を
見
て
も
日
本
人
の
人

材
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
困
難
で
す
。事
実
、

三
菱
航
空
機
株
式
会
社
の
全
従
業
員
の
内
、

3
0
0
名
以
上
が
外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

す
。ラ
イ
バ
ル
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、航
空
機
メ
ー

カ
ー
と
政
府
が
共
同
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、選
抜
し
た
人
材
に
奨
学

金
を
出
し
て
大
学
で
学
ん
で
も
ら
っ
て
か
ら

採
用
す
る
こ
と
で
、優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
確

保
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
カ
ン
ザ
ス

州
政
府
は
、航
空
機
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
労
働
者

を
育
成
す
る
目
的
で
学
校
を
設
立
し
、サ
ー

ビ
ス
業
に
従
事
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
対
象
に
勧
誘
を
行
い
、入
学
さ
せ
て
教
育

す
る
こ
と
で
人
材
を
確
保
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
、航
空
機
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
技
能
者

の
育
成
は
世
界
の
潮
流
で
す
。日
本
で
も
そ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。そ
ん
な

中
、中
部
大
学
に
宇
宙
航
空
理
工
学
科
の
開

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、と
て
も
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。航
空
宇
宙
産
業
の

未
来
の
た
め
に
も
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
廃

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。我
々
の
夢
は
名
古
屋

を
シ
ア
ト
ル
、ト
ゥ
ル
ー
ズ
と
並
ぶ
航
空
宇
宙

産
業
の
世
界
三
大
拠
点
の
一
つ
に
す
る
こ
と

で
す
か
ら
、そ
の
実
現
に
向
け
て
今
後
も
邁

進
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

M
R
J
の
特
長
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
状
況

空
白
の
50
年
を

埋
め
る
人
材
の
創
出

江川 豪雄

Profi le

静岡県清水市出身。昭和42年東京大学法学部卒
業。同年、三菱重工業（株）入社。同社にて航空機
部長、米国現地法人取締役社長、常務取締役兼
海外戦略本部長等を歴任し、平成19年に取締役
副社長。平成21年に三菱航空機（株）代表取締役
社長、平成25年には同社取締役会長。平成27年
から現職。三菱重工による零戦製造の伝統を受け
継ぎ、世界のリージョナルジェット機市場の拡大を見
越して、国産初のジェット旅客機・MRJ開発の指揮
を執るとともに、多くの受注実績を上げる。
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2
0
1
6
年
、シ
ャ
ー
プ
の
買
収
が
成
立

し
、日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

台
湾
の
会
社
「
鴻
海
精
密
工
業（
以
下
、鴻

海
）」。現
在
、世
界
最
大
の
従
業
員
を
擁
す

る
受
託
製
造
の
超
巨
大
企
業
で
あ
り
、そ
の

売
上
高
は
約
16
兆
円
と
も
い
わ
れ
ま
す
。中

川
氏
は
、鴻
海
が
ま
だ
小
さ
な
町
工
場
だ
っ
た

時
代
に
創
業
者
で
あ
る
郭
台
銘（
テ
リ
ー・ゴ

ウ
）氏
と
出
会
い
、今
日
ま
で
懇
意
に
し
て
い

る
と
の
こ
と
。今
回
は
そ
ん
な
中
川
氏
に
、徹

底
し
た
秘
密
主
義
の
た
め
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て

い
る
鴻
海
の
実
態
や
、郭
台
銘
会
長
の
素
顔
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
川
氏
が
郭
会
長
と
出
会
っ
た
の
は

1
9
8
5
年
。型
技
術
協
会
が
開
い
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
の
国
際
会
議
で
し
た
。そ
の
縁
か

ら
、東
京
大
学
教
授
を
停
年
退
職
後
、鴻
海
精

密
工
業
特
別
顧
問
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
が
、最
初
の
出
会
い
に
つ
い
て
中
川
氏
は

「
当
時
台
湾
の
金
型
工
業
会
の
会
長
に
な
っ
た

ば
か
り
の
テ
リ
ー・ゴ
ウ
に『
会
社
を
見
に
来
て

ほ
し
い
』と
声
を
か
け
ら
れ
、鴻
海
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。工
場
を
視
察
す
る
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
ら
、突
然『
社
員
に
講
演
し
て
く
れ
』と

い
わ
れ
、講
演
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
、「
テ
リ
ー
は
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
決
断
の
早
い
人
。創
業
当
時
、鴻
海
は
テ

レ
ビ
の“

つ
ま
み”

部
分
を
つ
く
る
小
さ
な
町
工

場
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、一
代
で
巨
大
企
業
に

育
て
上
げ
た
手
腕
は
す
ご
い
」と
評
価
し
ま
し

た
。郭
会
長
の
決
断
の
早
さ
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
一つ
と
し
て
、近
年
の
液
晶
事
業
を
挙
げ
、

「
以
前
、『
今
後
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
液
晶
に

代
わ
る
』と
い
う
話
を
し
た
際
、テ
リ
ー
は
す

ぐ
に
液
晶
に
精
通
し
た
知
人
に
電
話
し
、そ
の

2
、3
カ
月
後
に
は
液
晶
工
場
に
進
出
を
決

定
し
て
い
ま
し
た
」と
回
顧
。さ
ら
に
、シ
ャ
ー

プ
買
収
後
、郭
会
長
が“

8
K”

に
目
を
付
け

て
間
も
な
く
、中
国
・
広
州
市
で
世
界
最
大
級

の
8
K
液
晶
パ
ネ
ル
工
場
の
起
工
式
を
行
っ
た

例
も
紹
介
し
ま
し
た
。そ
し
て
、「
決
断
の
早

さ
が
裏
目
に
出
る
こ
と
も
あ
る
が
、シ
ャ
ー
プ

買
収
後
、鴻
海
流
の
経
営
再
建
に
よ
っ
て
黒
字

化
を
達
成
し
た
の
は
テ
リ
ー
の
力
。計
画
さ
れ

て
い
た
人
員
整
理
も
行
わ
ず
、ボ
ー
ナ
ス
も
以

前
よ
り
増
や
し
て
、立
て
直
し
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
」と
、改
め
て
郭
会
長
の
経
営
術

を
称
え
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、鴻
海
の
強
み
に
つ
い
て
も
分

析
。現
在
は
機
械
部
品
の
製
造
、電
子
部
品

講 

師
演 

題

PROFILE
1968年に東京大学精密機械工学博士課程を
修了後、1979年東京大学生産技術研究所の
教授に就任。その後、東京大学付属先端素材
開発研究センター長、理化学研究所研究基盤
技術部長（兼務）などを経て、2000年にファイン
テック株式会社を創業。同時にファナック㈱監査
役、㈱ツガミ取締役、オーエスジー㈱取締役監査
委員、台湾鴻海精密工業特別顧問、㈱ニデック
技術顧問（いずれも非常勤）を兼務している。

  

−

シ
ャ
ー
プ
を
傘
下
に
し
た

−

 

中
国
最
大
の
製
造
業

「
ホ
ン
ハ
イ
精
密
」と
は

  

な
か
が
わ        

 

た
け
お

中
川 

威
雄
氏

東
京
大
学
名
誉
教
授
、フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
代
表
取
締
役
会
長
、

台
湾
鴻
海
精
密
工
業
特
別
顧
問
、元
シ
ャ
ー
プ
㈱
取
締
役

2017年9月14日（木）、今年で第13回目を迎える「中部大学フェア」が開催され、約640名が来場しました。

当日は特別講演に始まり、研究シーズ発表や施設見学会、

2018年4月に誕生する「宇宙航空理工学科」をテーマにしたミニ講演会など多彩な催しが行われ、

中部大学と企業、自治体、地域団体の皆様、学生が、知的財産の交流を図りました。

中部大学フェア
— 人づくり・モノづくり・コトづくり・夢づくり —

2017

特別講演
ア ク ティブ ホ ー ル（ 不 言 実 行 館 1 階 ）

会場
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本学の元教授で建築家だった故伊藤平
左エ門氏が愛したカメラのコレクション展
をはじめ、天文台天体観測所、超伝導・持
続可能エネルギー研究センターの見学に
多くの方が参加しました。

の
組
み
立
て
が
主
体
で
あ
り
、特
に
電
子
機

器
の
製
造
を
請
け
負
う
サ
ー
ビ
ス（
E
M
S
）

で
は
世
界
最
大
手
で
す
。ア
ッ
プ
ル
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン「
i
P
h
o
n
e（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）」

を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
他
に
も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
企
業
の

製
品
を
受
託
生
産
し
て
い
る
こ
と
が
特
長
。

こ
う
し
た
顧
客
の
信
頼
を
得
る
た
め
、鴻
海

が
打
ち
出
し
て
い
る
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、

低
価
格
で
品
質
が
良
く
、短
納
期
、さ
ら
に
対

応
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
点
だ
と
い
い
、「
日
本
に

比
べ
て
も
進
ん
で
い
る
点
も
多
い
」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、鴻
海
の
経
営
方
針
は「
中

国
の
労
働
力
」、「
台
湾
の
経
営
力
」、「
日
本

の
生
産
設
備
」の
3
軸
で
あ
り
、し
か
も
顧
客

は
一
流
企
業
に
限
っ
て
い
る
と
自
ら
公
言
し
て

い
る
の
だ
そ
う
。つ
ま
り
、日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。そ
こ
で
中
川
氏
は
、鴻
海
最
大
の
生
産
拠

点
で
あ
る
広
東
省
の
深
圳
工
場
の
写
真
や
、

i
P
h
o
n
e
の
切
削
工
程
の
動
画
を
公
開

し
、日
本
製
の
生
産
設
備
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
様

子
と
と
も
に
鴻
海
の
生
産
体
制
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、世
界
の
製
造
業
の
牽
引

国
の
推
移
や
G
D
P
の
長
期
予
測
、半
導
体

製
造
装
置
市
場
な
ど
の
グ
ラ
フ
を
見
な
が

ら
、劣
る
こ
と
の
な
い
中
国
の
勢
い
に
注
目
し
、

「
日
本
で
は
鴻
海
や
郭
会
長
に
対
す
る
風
当

た
り
が
強
い
印
象
が
あ
る
が
、私
が
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
の
は
中
国
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
い
う
こ
と
と
、中
国
の
こ
と
を
毛
嫌
い
し
な

い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。中
国
と
上
手

く
協
調
す
る
こ
と
で
、日
本
も
発
展
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
」と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

これまでの主な研究開発の成果と
今後の開発課題などについて紹介した。

超伝導・持続可能エネルギー研究センター

5月に開所した天体観測所内を見学。
3D映像の上映を行った。

天文台天体観測所

ライカやツァイス・イコンの二眼レフカメラ、
ミノックスなど貴重なカメラを展示。

伊藤平左ェ門カメラコレクション展
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来年4月に開設予定の宇宙航空理工学科には、航空宇宙に関係する広い分野の専門知識を持つ教員が集まっています。

ミニ講演会ではその中から4人の教員が登壇、専門分野の紹介や新学科での挑戦について語りました。

「宇宙航空理工学と
 産業界との連携が生む
 革新技術」

近年、航空機の電動化が進
み、有人機・無人機ともにさ
まざまな運用が検討されて
います。講演では、電動化
が加速する背景をはじめ、
温室効果ガスの低排出、低
騒音、低振動、安い運用コス
トなど電動化がもたらす利点や今後の動向について紹介しまし
た。また、新学科で開発予定の「水空両用電動無人航空機プロ
ジェクト」にも言及。「宅配空輸支援、被災地探査・救難、農林
水産業の生態調査、空撮、警備など幅広く活用できる全天候型
とし、飛行時間の延長、安全性・利便性の向上を目指した機体
開発を進めたい」と意気込みを語りました。

高効率無人航空機の
開発と運用構想

工学部 機械工学科 教授 棚橋 美治

演
題

 1

ロケットや 航 空 機 の 材 料
は、木材からジュラルミン、そ
して複合材料へと変化し、
最新のボーイング787の機
体には多くの複 合 材 料が
使 用されています。ミニ講
演 会では、高 分 子 材 料が
身の回りだけでなく、医療や航空宇宙分野等に幅広く使用され
ていることを紹介し、複合材料の強度や耐環境性などの実験
について解説したほか、神田助教が現在取り組む超伝導ケー
ブルの研究内容として、「人工衛星や探査機等への搭載のた
め、断熱二重管材料の開発（JAXAと共同研究）など、軽量な
合金を使った構造を構想中」と述べられました。

宇宙・航空分野を支える
材料技術

超伝導・持続可能エネルギー研究センター 助教 神田 昌枝

演
題

 2

IoTが進む現代。身近な例
としてGPSによる位置情報
サービスが挙げられますが、
最近では偽のGPS信号を
使った“Spoofing（なりすま
し）” が発生し、世界を脅か
しています。海老沼講師は
「一昔前は数千万円の費用が必要だったが、金額的にも技術
的にもハードルが下がったことで偽のGPS信号に手を出しやすく
なった」と分析。しかしながら、対策がほぼされていない現状を指
摘し、自身の研究室で開発中のセキュリティシステムについて紹
介するとともに「今後はサービスとセキュリティのバランスを突き
つめたい」と展望を語りました。

I oT時代の
位置情報セキュリティ

工学部 電子情報工学科 講師 海老沼 拓史

演
題

 3

農作物の状況を把握し、最
適な作業をすることで生産性
を高める「IT農業」が注目さ
れています。本多教授は編
隊衛星システムやドローン、

「cloudSense」フィールドセ
ンサ統合基盤など、先進的な
センシングサービス例を紹介。さらに「IoTが発展し、センサ系情報
は今後コモディティ化する」と予測、取得したデータにいかに価値
を付けるかが勝負だと力説しました。一例として、成長予測シミュー
レションサービスや農業IoTソリューション「e-kakashi」を紹介。ま
た研究室が目指す「農業CPS（Cyber Physical System）」も説
明し、IT農業の大きな可能性をアピールしました。

宇宙から
ハイテクIT農業

国際GISセンター 教授 本多 潔

演
題

 4

ミニ 講 演 会
会 場：体 育 館 中部大学フェア2017 —人づくり・モノづくり・コトづくり・夢づくり—
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TEL.0568-51-4740（幸友会事務局）
空室や料金などについてのお問い合わせは幸友会事務局までご連絡ください。

中部大学新穂高山荘は、新穂高温泉郷のほぼ中央に位置し、東方に
北アルプスを望む絶好のロケーション。渓流にそった16,000㎡の敷地
に山荘本館・別館、浴室棟、研修棟等が点在し、大浴場や露天風呂も
備えています。研修はもちろん、心身のリフレッシュにもおすすめです。

山 荘 本 館

山 荘 別 館
不 言 山 荘
浴 室 棟
研 修 棟

フロント／ラウンジ／食堂／自動販売機／
客室（定員5人×2部屋、定員4人×8部屋）
客室（定員7人×3部屋）
客室（定員5人）
大浴場（男女）／露天風呂（男女）／脱衣場／スキー乾燥室
セミナールーム

※不言山荘と研修棟は11月から4月まで利用できません。

インターネット環境や会議・応接室、休憩スペース
などが完備された、中部大学の「東京事務所」。
首都圏で打合せや会議、研修集会、情報交換会
等をおこなう際にぜひご利用ください。 

〈名古屋方面から〉
●中央自動車道中津川インターチェンジから国道257号線で高山へ。

高山から国道158号線を平湯経由で新穂高へ。所要時間は名古屋
から約5時間。

●東名自動車道小牧インターチェンジから国道41号線で高山へ。高山
から国道158号線を平湯経由で新穂高へ。

●東海北陸自動車道飛騨清見インターチェンジから中部縦貫道高山西
インターチェンジへ。高山から国道158号線を平湯経由で新穂高へ。

●東海道新幹線「東京」駅「日本橋口」から徒歩10分
●東京メトロ銀座線・東西線「日本橋」駅「C4」出口から

徒歩4分
●都営浅草線「日本橋」駅「D1」出口から徒歩1分

奥飛騨の温泉で研修旅行はいかがですか。

利用日当日は、身分証明書（運転免許証等）をお持ちください。

会議室 ラウンジ

開所時間
午前9時～午後5時30分

（土・日・祝祭日・夏季休業日・冬季休業日・
 学園の記念日を除く）

アクセス
〒506-1421 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷神坂577-68

会議室・応接室の予約について
会議室・応接室は無料でご利用いただけます。
空室状況などについてのお問い合わせは、
幸友会事務局までご連絡ください。

アクセス
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-16-13
ランディック日本橋ビル10階

施設概要

お問い合わせ・お申し込み先

東京駅から徒歩圏内、首都圏の会議に便利です。

施設利用のご案内
中部大学の施設をぜひご利用ください

新穂高山荘

東京事務所

予約方法、利用料金精算方法が変わりました。
ご予約は直接山荘へ連絡、利用料金のお支払いは現地
精算となり、より利用しやすくなりました。クレジットカード、
電子マネーは使用できませんのでご注意ください。

 E-mail  shinhodaka3405@hidatakayama.ne.jp
  FAX   0578-89-3405  予約専用TEL  0578-89-2330

（メールおよびFAXでのお申し込み方法はホームページをご覧ください）

予約方法  ご予約は利用者が直接山荘までお申し込みください。

※受付時間：平日 9：00～18：00（13：00～14：00は除く） 土曜 9：00～12：00
※木曜、日曜、祝日、第2・4火曜は、予約休業日。その他、学園の行事対応等で電話に出られない場合もありますのでご了承ください。
※10人以上の団体はご利用日の1週間前までにご予約をお願いいたします。

研修風景［㈱コメットカトウ様利用時］
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
80.
98
歳
、

女
性
87.
14
歳
と
な
り
、今
ま
さ
に
人
生
80

年
時
代
。我
国
は
、過
去
に
類
を
見
な
い
超

高
齢
社
会
と
な
り
、世
界
で
も
有
数
の
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
。こ
の「
長
く
な
っ
た
高
齢

期
を
ど
う
よ
く
生
き
る
か
」が
こ
れ
か
ら
の

社
会
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
ま
だ
ま
だ
60
歳
定
年
が
定
着
し

て
い
ま
す
か
ら
、60
歳
が
1
つ
の
人
生
の
区
切

り
で
し
ょ
う
か
。そ
の
後
の
人
生
を
余
生
と

言
い
ま
す
。し
か
し
決
し
て
余
っ
た
人
生
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。余
裕
の
あ
る
人
生
で
す
。

　

私
も
い
よ
い
よ
来
年
は
還
暦
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。私
の
周
り
を
見
渡
し
て

も
皆
さ
ん
元
気
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
勤
め

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、い
ず
れ
第
一
線

を
引
か
れ
る
時
が
や
っ
て
来
ま
す
。し
か
し
、

男
性
は
そ
の
後
の
身
の
処
し
方
が
あ
ま
り
う

ま
く
な
い
の
で
す
。仕
事
中
心
に
生
き
て
き

た
会
社
人
間
が
、肩
書
き
が
と
れ
て
、ま
さ

に
肩
の
荷
が
下
り
た
の
に
、家
庭
人
と
し
て
、

地
域
人
と
し
て
う
ま
く
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
す
。か
つ
て
、男
性

を
比
喩
し
た
言
葉
が
流
行
り
ま
し
た
。「
亭

主
元
気
で
留
守
が
い
い
」、定
年
退
職
す
る

と
、奥
さ
ん
に
べっ
た
り
く
っつ
く「
ぬ
れ
落
ち

葉
」で
す
。又
、数
年
前
、あ
る
週
刊
誌
が
定

年
後
、家
で
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
亭
主
に
対

す
る
一
言
を
募
集
し
ま
し
た
。一
等
賞
作
品
は

「
な
ぜ
三
度
も
食
事
す
る
の
」で
し
た
。笑
い

ご
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

男
性
に
は
、長
年
社
会
で
培
っ
て
き
た
豊

か
な
知
識
、経
験
、技
術
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

を
ぜ
ひ
地
域
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
い
い
か
ら「
生
き
が
い
」を
持
つ
こ
と

が
、長
く
な
っ
た
高
齢
期
を「
よ
く
生
き
る
」

コ
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、私
は
大
治
町
長
と
し
て
の
職
務
を
全

う
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、更
に
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
そ
の
傍
ら
、や
が
て
や
っ
て
来

る
で
あ
ろ
う
第
2
幕
目
の
人
生
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。シ
ニ
ア
世
代
の
男
性

の
皆
さ
ん
、大
志
を
抱
け
！

幸 友 会 会員の皆 様より寄 せられた

原 稿をご紹 介する「メンバーズサロン」。

自身のそれぞれの経 験から紡がれる

深く重みのある言 葉からは、

皆 様のまっすぐな気 持ち、そして、

お人 柄がじんわりと伝わってきます。

「
人
生
80
年
時
代
」

 

～
シ
ニ
ア
世
代
よ
、大
志
を
抱
け

    （Senior generation, be am
bitious.

）～

大
治
町
長 

村
上 

昌
生

む
ら
か
み         

ま
さ
お

メンバーズサロンでは、会員の皆様からの原稿を募集していま

す。テーマは自由です。日頃思っていることや趣味のこと、昔

の思い出話や体験談、エッセイや人生訓など、短文でも構いま

せん。文字数は600字程度で、タイトルをつけてお寄せくださ

い。また、本文に関するお写真等がございましたら、一緒に幸

友会事務局までお送りください。ご応募をお待ちしております。

投 稿 募 集

1
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毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
私
が
し

て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ず
ら
ず

ら
ー
っ
と
書
き
ま
す
の
で
、共
感
さ
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

朝
起
き
る
の
は
5
時
55
分（
ゴ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
）、起
き
て
す
ぐ
う
が
い
を
し
ま
す
。

そ
の
あ
と
は
水
を
飲
み
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

出
か
け
ま
す
。
少
し
早
歩
き
で
約
40
分

間
歩
き
ま
す
。（
こ
の
ぐ
ら
い
の
時
間
を

歩
く
と
、脂
肪
を
燃
焼
し
や
す
く
な
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
。
）家
の
そ
ば
に

は
だ
い
た
い
氏
神
さ
ん
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
参
り
を
し
ま
す
。一
年
3
6
5
日
、歩

き
ま
す
。
出
張
に
行
っ
て
も
歩
き
ま
す
。

普
段
、車
に
乗
る
機
会
が
多
く
同
じ
道
で

も
歩
い
て
み
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

楽
し
い
で
す
。仕
事
も
志
事
と
考
え
て
お

り
、つ
か
え
る
の
で
は
な
く
、こ
こ
ろ
ざ
し

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。た
く

さ
ん
の
方
と
出
会
う
営
業
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
の
で
、再
度
会
い
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
考
え
方
や
応
対
が
で

き
る
よ
う
に
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。
時

間
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
ら
に
は
何

か
ご
縁
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

無
駄
な
時
間
だ
っ
た
と
思
わ
れ
な
い
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
経
験
を
積
み
、頭

の
引
き
だ
し
に
入
れ
て
い
ま
す
。カ
ラ
オ

ケ
で
歌
う
こ
と
や
お
酒
を
飲
む
の
が
好
き

で
、初
め
て
会
っ
た
方
と
で
も
す
ぐ
に
打

ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
自
分
の
長

所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
日
一
生
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
、今
や
ら
な
い
と
い
つ
や
る

の
？
と
自
問
し
な
が
ら
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
理
解
で
き
前
進
し
て
い
る
実
感
が
わ
き

ま
す
。
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

人
の
役
割
が
あ
り
、そ
れ
を
全
う
す
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

日
が
一
番
幸
せ
と
思
う
こ
と
で
、そ
の
時

間
を
大
切
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
生
活
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
苦
難
は
幸
福
に
至
る
狭
き
門
、

「
苦
難
福
門
」
は
私
が
学
ん
で
い
る
と

あ
る
早
朝
勉
強
会
で
、教
材
と
し
て
使

用
し
て
い
る「
万
人
幸
福
の
栞
」の
中
に

あ
る
項
目
で
あ
る
。
そ
の
学
び
の
場
の

名
を
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
称
し
、早

朝
6
時
か
ら
全
国
何
処
か
の
市
・
町
で

（
6
9
1
カ
所
）毎
日
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
苦
難
が
無
い
人
生
な
ん
て
無
い
」
。
と

は
多
く
の
人
の
共
感
を
得
る
も
の
あ
ろ

う
と
思
う
。
思
い
返
せ
ば
色
々
な
苦
難
が

あ
っ
た
。
欲
の
為
に
取
り
組
ん
だ
苦
難
。

経
済
の
変
動
に
よ
り
起
こ
る
、求
め
て
い

な
い
苦
難
。
自
ら
の“

我
が
ま
ま”

で
知

ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
積
み
重
な
っ
て
来
た

苦
難
な
ど
色
々
あ
っ
た
。
只
今
現
在
で
も

湧
い
て
く
る
如
く
色
々
と
あ
る
。

　

自
ら
が
求
め
て
取
り
組
ん
だ
苦
難
を

克
服
し
て
得
る
満
足
感
、達
成
感
は
幸

福
で
あ
っ
た
。
経
済
変
動
で
起
こ
っ
て
来

た
苦
難
を
克
服
し
た
時
に
得
る「
満
足

感
」は
、自
信
や
確
信
と
な
り
、次
の
成

長
発
展
の
呼
び
水
や
土
台
、推
進
力
と

な
っ
た
。こ
う
し
た
体
験
は
経
営
に
携
わ

る
人
は
沢
山
お
持
ち
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
こ
で
教
え
る
苦
難
を
幸
福
に
す
る
方

法
と
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
。

　

日
々
起
こ
っ
て
来
る
多
く
の
苦
難
の
原

因
は
そ
の
人
の
、心
行
い
に
あ
る
と
断
ぜ
ら

れ
る
。故
に
そ
の
心
を
改
め
る
気
付
き
を

得
、そ
の
行
い
を
糺
す
方
法
の
気
付
き
を

学
び
、そ
の
気
付
き
の
実
践
を
通
し
て
苦

難
を
無
く
せ
、少
な
く
せ
よ
と
教
え
る
。

　

何
時
の
世
も
先
行
き
の
見
え
な
い
世

の
中
で
あ
る
。
多
く
の
苦
難
の
発
生
に
正

し
く
対
処
を
す
る
実
践
を
重
ね
、正
し

く
対
応
す
る
能
力
を
高
め
、こ
れ
か
ら
来

る
苦
難
を
事
前
に
少
な
く
す
る
力
、避

け
る
力
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

毎
日
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に

私
が
し
て
い
る
こ
と

苦
難
福
門
・

苦
難
を
避
け
る
力
を
持
つ

株
式
会
社
ぷ
ら
す
O
N
E 

名
古
屋
営
業
部 

部
長 

森 

雄
一
郎

も
り       

ゆ
う
い
ち
ろ
う

前
田
鐵
鋼
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

前
田 

利
裕

ま
え
だ        

と
し
ひ
ろ
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企画・運営から演奏までのすべてを学生たち自
らが作り上げる中部大学音楽祭。5つの音楽
系クラブが、地元春日井市の会場を舞台に日
頃の練習の成果を披露します。

第13回中部大学音楽祭の様子

2017年12月10日（日）14：00開演（13：30開場）

春日井市民会館

無料

日 時

会 場

入場料

日 時

■お問い合わせ
中部大学 渉外課 TEL.0568-51-5250

イベントのご 案 内

2018年3月5日（月）～9日（金）、12日（月）～16日（金）

中部大学 三浦幸平メモリアルホール

各企業の皆様には、毎年多くのご参加および求人をお寄せいた
だき、誠にありがとうございます。来年度に卒業予定の現3年生
を対象とした「学内企業説明会」を今年度も開催いたします。

会 場

■お問い合わせ
中部大学 キャリア支援課 TEL.0568-51-4184

2018年2月17日（土）14：00開演（13：30開場）

中部大学 三浦幸平メモリアルホール

無料

日 時

会 場

入場料

プログラム

ドボルジャーク
ロマンティックな四つの小品

ヴィエニアフスキー
華麗なるポロネーズ1番

マスネ
タイスの瞑想曲

ファリャ
スペイン舞曲

フランク
ヴァイオリンソナタ イ長調

サン＝サーンス
序奏とロンドカプリチオーソ

■お問い合わせ 
中部大学 渉外課 TEL.0568-51-5250

2017年12月13日（水）15：30～17：00

中部大学

無料（申込不要）

日高 義樹  国際人間学研究所 客員教授

アメリカ・北朝鮮戦争はいつはじまるか
―世界はどう変わる

小坂井聖仁ヴァイオリンリサイタル

核実験やミサイル実験を繰り返
す北朝鮮の動きに軍事的圧力
を強めるアメリカ。アジア情勢
は大きな危機を迎えています。
アメリカ・北朝鮮戦争は本当に
はじまるのでしょうか。ハドソン
研究所の首席研究員として日
米 関 係の将 来 性に関する調
査・研究にあたってきた日高氏
が迫ります。

日 時

講 師

会 場

入場料

■お問い合わせ 
中部大学幸友会事務局 TEL.０５６８-51-4740

入場整理券が必要です。
渉外課までお問い合わせください。

入場をご希望の方は、
渉外課までお問い合わせください。

2017
第14回中部大学音楽祭

日高義樹氏特別講演会第84回中部大学
キャンパスコンサート

学内企業説明会

Event Information
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「幸友会企業ガイド」＆「幸友ナビ」を全面改訂！

「 企 業ガイド」は、
企 業の詳 細 情 報を掲 載する

「 幸 友ナビ」へ誘 導する
ツールです。

CHUBU UNIVERSITY 2017

「卒業生」にフォーカスした

ページを新設！

独自性のある情報提供で
差別化が可能！

スマホ対応で
学生の
使いやすさが向上！

「企業ガイド」「幸友ナビ」についてのお問い合わせは
幸友会事務局までご連絡ください。

TEL.0568-51-4740

就 職 活 動をする学 生にとって卒 業 生の存 在や体 験 談は、就 職 先を選ぶ際の重 要な情 報 源 。

イキイキとやりがいを持って働く卒 業 生を紹 介することは、

就 職 活 動 中の中 部 大 生に自社をアピールする絶 好の機 会になるはずです。

※画面はイメージです。

学生たちの
「未来形」を伝えて下さい。
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vol.

中部大学幸友会 会報2017

20

特集

企業が安定的に
人材を確保するには
ふらっと美術館めぐり

稲沢市荻須記念美術館
おとなの健康塾

臨床工学技士は、
何をする人か知っていますか？

スペシャル座談会

本誌「幸友」は、学園創立者である三浦幸平先生の名前にちなんで命名された
中部大学幸友会の会報誌です。学術・文化交流を促進する“交友”の意味も込められています。

○ご入会手続き 幸友会事務局

○求人に関するご相談 キャリア支援課

○共同研究に関するご相談 研究支援課

○オープンカレッジ・公開講座 エクステンションセンター

○大学院・大学入試情報 入学センター

○中部大学音楽祭・キャンパスコンサート 渉外部 渉外課

〔会員数〕法人会員806法人 個人会員436人
（平成29年10月31日現在）

0568-51-4740（直通）
0568-51-4184（直通）
0568-51-4852（直通）
0568-51-4392（直通）
　　0120-873941
0568-51-5250（直通）

平成29年11月15日
中部大学幸友会
〒487-8501　愛知県春日井市松本町1200番地　中部大学渉外部内
TEL.（0568）51-4740〔直通〕　FAX.（0568）51-1186
ホームページ https://www.chubu.ac.jp/（「企業の皆様」・「地域の皆様」をクリックしてください）
E-mail kouyukai@office.chubu.ac.jp

発 行
編 集
住 所

幸友会に関するお問い合わせ一覧

本誌に関するご感想や、幸友会に対するご意見やご希望、ご質問、バックナンバーのご希望
などは、下記のE-mailへお気軽にお寄せください。

中部大学キャンパス内の書院「洞雲亭」
の前から眺めた晩秋の噴水池。ひらひらと
落ちた葉は水紋をつくり、やがて重なり合
い、池の水面を褐色に染めていきました。


